
店店主主平平山山ささんんににおお聞聞ききししままししたた。。 

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 9933 回回 

至至
福福
のの
ひひ
とと
とと
きき
をを
求求
めめ
てて
もも
らら
いい
たた
くく
てて
。。 

喫喫
茶茶 

月月
時時
計計 

ささ
んん 

紺紺
屋屋
町町
７７
～～
1122 
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約約 77 千千 77 百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

特特別別にに材材木木町町・・三三ツツ割割地地区区一一部部ににもも配配布布ししてていいまますす。。 
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丘丘 

 
丘丘 

 
緑緑緑緑がががが丘丘丘丘ししししんんんんぶぶぶぶんんんん  丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 
「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 
 
「「岩岩手手県県」」ででははななくく 
「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ

♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 
そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら 

 
本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 
）） 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 

hhttttpp::////cclliinniicc--wwaattaannaabbee..ccoomm

松松園園方方面面 
 ↓↓ 

盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

ラランンチチ（（ミミニニササララダダ・・ココーーヒヒーー付付））￥￥11,,000000 

カカレレーーととススパパゲゲテティィかからら選選べべまますす。。 
最最近近はは、、地地元元のの版版画画家家ささんんととのの 
ココララボボ作作品品をを制制作作ししてていいまますす。。 

開開
店店
三三
周周
年年
のの
おお
祝祝
いい
のの
会会
もも 

開開
店店
かか
らら
三三
周周
年年
をを
迎迎
ええ
まま
しし
たた
。。 

三三
周周
年年
のの
おお
祝祝
いい
にに
、、
たた
くく
ささ
んん
のの
方方
がが
集集
まま

っっ
てて
下下
ささ
りり
、、
ああ
りり
がが
たた
くく
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

慌慌
たた
だだ
しし
いい
日日
常常
かか
らら
少少
しし
離離
れれ
てて 

「「
ここ
のの
店店
にに
いい
るる
とと
ホホ
ッッ
とと
すす
るる
」」
とと
言言
っっ
てて

くく
だだ
ささ
るる
おお
客客
様様
がが
居居
りり
まま
すす
。。 

皆皆
ささ
んん
、、
「「
ママ
イイ
喫喫
茶茶
店店
」」
をを
持持
っっ
てて
いい
るる
はは

ずず
でで
すす
がが
、、
ここ
のの
店店
のの
空空
間間
をを
好好
きき
にに
なな
っっ
てて
下下

ささ
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
きき
てて
、、
うう
れれ
しし
くく

感感
じじ
まま
しし
たた
。。 

なな
つつ
かか
しし
いい
雲雲

平平

山山

千千

春春

なな

つつ
かか
しし
いい

雲雲
にに
出出
会会

っっ
たた 

すす

っっ
かか
りり
日日

にに
焼焼
けけ
てて

色色
ああ
せせ 

傾傾

きき
かか
けけ
たた

太太
陽陽
のの
光光

のの
中中
でで 

かか

すす
かか
なな
オオ

レレ
ンン
ジジ
色色

にに
染染
まま
っっ

てて
いい
たた 

どど

ここ
をを
旅旅
しし

てて
来来
たた
のの

だだ
ろろ
うう 

ここ

んん
なな
所所
でで

偶偶
然然
にに
出出

会会
いい 

戸戸

惑惑
っっ
てて
いい

るる 

雲雲

とと
私私 

営営業業時時間間 1111::0000〜〜1155::3300 
1177::3300〜〜2200::3300（（ララスストトオオーーダダーー）） 

   
定定休休日日 日日曜曜日日・・月月曜曜日日 
    土土曜曜日日はは不不定定休休 

光光ののアアトトリリエエ喫喫茶茶  月月時時計計 

 

中中津津川川 
上上
ノノ
橋橋 

 電電力力ビビルル 

県県民民会会館館  

駐駐車車場場アアリリ 

２２
軒軒
目目

ＰＰ 

世世
界界
観観
をを
共共
有有
でで
きき
たた
嬉嬉
しし
ささ 

店店
にに
通通
っっ
てて
くく
だだ
ささ
るる
アア
ーー
テテ
ィィ
スス
トト
ささ
んん

もも
多多
いい
でで
すす
。。
そそ
のの
方方
とと
ココ
ララ
ボボ
しし
たた
作作
品品
もも
ああ

りり
まま
すす
。。 

アア
ーー
テテ
ィィ
スス
トト
ささ
んん
かか
らら
作作
品品
のの
背背
景景
にに
つつ

いい
てて
おお
話話
をを
聞聞
くく
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
聞聞
いい
てて
いい

てて
、、
「「
ああ
っっ
そそ
うう
かか
」」
とと
思思
っっ
てて
、、
作作
品品
のの
魅魅
力力

がが
よよ
りり
一一
層層
分分
かか
っっ
てて
くく
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

アア
ーー
テテ
ィィ
スス
トト
ささ
んん
とと
世世
界界
観観
をを
共共
有有
でで
きき

たた
とと
きき
はは
、、
うう
れれ
しし
いい
でで
すす
ねね
。。 

空空
間間
とと
しし
てて
のの
「「
私私
」」
のの
一一
部部 

店店
のの
空空
間間
はは
、、
「「
私私
のの
一一
部部
」」
とと
いい
うう
感感
じじ
でで

すす
。。
店店
もも
詩詩
作作
品品
もも
トト
ーー
タタ
ルル
でで
「「
私私
」」
だだ
とと
思思

っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

詩詩
作作
はは
文文
字字
にに
なな
っっ
たた
私私
のの
一一
部部
でで
、、
店店
はは
、、

空空
間間
とと
しし
てて
のの
「「
私私
」」
のの
一一
部部
でで
すす
ねね
。。 

何何
かか
をを
感感
じじ
るる
とと
きき 

店店
のの
空空
間間
でで
おお
客客
様様
がが
何何
かか
をを
感感
じじ
てて
くく
れれ

たた
らら
、、
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
。。
詩詩
作作
品品
もも
同同
じじ
でで
すす
がが
、、

書書
いい
たた
だだ
けけ
でで
はは
「「
独独
りり
善善
がが
りり
」」
にに
なな
るる
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
かか
らら
ねね
。。 

詩詩
でで
もも
店店
でで
もも
、、
何何
かか
をを
感感
じじ
るる
人人
がが
存存
在在
しし

てて
くく
れれ
るる
なな
らら
ばば
、、
そそ
れれ
はは
有有
難難
いい
ここ
とと
でで
すす
。。 

四四十十四四田田ダダムムかからら滝滝沢沢市市にに向向かかうう途途中中、、踏踏みみ切切りりのの
手手前前のの道道でで見見つつけけままししたた。。線線路路沿沿いい。。 
何何、、ここれれ？？ 
ちちょょっっとと怪怪ししいいモモノノ。。鳥鳥居居ののよよううにに赤赤くく色色付付けけさされれ
てていいままししたたがが、、小小ささななももののでですす。。ままささかか鳥鳥居居？？  
めめっっちちゃゃ、、怖怖っっ ((◎◎__◎◎;;)) 
そそれれににししててもも、、謎謎ののシシロロモモノノだだ。。 
いいっったたいい何何だだろろうう。。気気ににななっってて、、寝寝らられれまませせんんでですす。。 
ごご存存知知のの方方がが居居りりままししたたらら、、メメーールルででおお知知ららせせくくだだ
ささいい。。（（編編集集室室））

がががが
丘丘丘丘  

謎謎謎謎
百百百百
景景景景  

丘丘
のの
上上
のの
散散
歩歩
道道 

新新連連載載 

vol.11 鳥鳥居居？？ 

散散歩歩でで見見つつけけたた、、何何、、ココレレ？？ 

イイヌヌもも歩歩けけばば不不思思議議にに当当たたるる！！



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（２）

イインンココのの名名前前はは「「ははるる」」でですす。。 

よよくく、、自自分分のの名名前前をを 

おおししゃゃべべりりししまますす。。 

飼飼飼飼っっっってててていいいいたたたたイイイインンンンココココがががが  
「「「「迷迷迷迷子子子子」」」」ににににななななっっっってててて困困困困っっっってててていいいいまままますすすす！！！！  

第 31 回

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

TTwwiitttteerrアアカカウウンントト @@hhaarruurroonn00881155 

迷迷子子鳥鳥掲掲示示板板 hhttttppss::////lloossttppeett..jjpp//1199553377 

飼っていたセキセイ インコが

２月８日に見えなくなりました。

ご存知の方、お知らせいただければ、

助かります。

電話 ０１９－６６３－６８８１

（黒石野在住 川村）

飼っていたセキセイ インコが

２月８日に見えなくなりました。

ご存知の方、お知らせいただければ、

助かります。

電話 ０１９－６６３－６８８１

（黒石野在住 川村）

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ってくれます。

第 11 話 みんなに囲まれて

6 月 27 日で１歳の誕生日を迎えた息子。

本当におめでとう。そしてパパとママの子として生

まれてきてくれてありがとうの意味をたっぷり込めて

盛大にお祝いしました。

親戚を集めてＢＢＱをしました！

いとこのお兄ちゃんたちに囲まれてたくさん遊んで

もらって、とってもご機嫌な息子くん。

シャボン玉したり、スイカ割りしたり、夜には花火

をしたり。夏にはまだ早い時期だったけど、１日で夏

を満喫した感じでした(笑)

 

この１年を振り返ると、息子と一緒に私自身も母親として成長させてもらった、

そんな１年でした。

息子の成長に合った関わり方が出来ているか、、、まだまだ悩みながらの日々です

が、これからも息子としっかり向き合い、一人前の母親になれるように頑張ろうと

思いました。 （そらママ）

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ってくれます。

第 11 話 みんなに囲まれて

6 月 27 日で１歳の誕生日を迎えた息子。

本当におめでとう。そしてパパとママの子として生

まれてきてくれてありがとうの意味をたっぷり込めて

盛大にお祝いしました。

親戚を集めてＢＢＱをしました！

いとこのお兄ちゃんたちに囲まれてたくさん遊んで

もらって、とってもご機嫌な息子くん。

シャボン玉したり、スイカ割りしたり、夜には花火

をしたり。夏にはまだ早い時期だったけど、１日で夏

を満喫した感じでした(笑)

この１年を振り返ると、息子と一緒に私自身も母親として成長させてもらった、

そんな１年でした。

息子の成長に合った関わり方が出来ているか、、、まだまだ悩みながらの日々です

が、これからも息子としっかり向き合い、一人前の母親になれるように頑張ろうと

思いました。 （そらママ）

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

ごご機機嫌嫌そそううなな息息子子！！ 

みみんんななにに見見守守らられれななががらら初初めめてて食食べべたたケケーーキキはは、、美美

味味ししかかっったたののかか、、手手づづかかみみででパパククパパクク！！ 

「「一一升升餅餅」」もも背背負負いい、、一一生生懸懸命命立立ちち上上ががろろううとと頑頑張張

っっててままししたたがが、、餅餅のの重重ささにに負負けけてて床床にに倒倒れれ込込んんででまましし

たた((笑笑)) 

詳しい変更点はまだはっきりわかりませんが、一部

ネットでは、現在のアプリの機能からだいぶ制限をか

け課金する事でその機能を使える様にするのではない

かという話も見かけます。

どのみち、長年慣れ親しんできたツイッターが変わ

ってしまう事には若干の寂しさを感じますが、新しい

物を毛嫌いせず、まずは使ってみようと思います。

そ
ん
な
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
す
が
、
イ
ー

ロ
ン
マ
ス
ク
さ
ん
が
名
称
を
「
Ｘ
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
営
会
社

は
、
マ
ス
ク
氏
が
主
導
し
て
別
の
企
業

「
Ｘ
」
と
合
併
し
て
お
り
、
す
で
に
社

名
と
し
て
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
消
滅
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

昔
か
ら
日
本
で
も
広
く
使
わ
れ
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
、
有
名
な

Tw
i
tt
e
r

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

芸
能
人
の
方
も
良
く
使
っ
て
い
る

し
、
私
も
開
店
し
た
ば
か
り
の
ラ
ー
メ

ン
屋
さ
ん
の
情
報
や
近
所
の
事
故
情
報

な
ど
最
新
の
情
報
を
知
り
た
い
時
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
使
う
時
が
多
い
で
す
。

江見

え み

真 一

まさかず

先生

（ＹＥＳパソコン学院）
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第 4 回ＰＰＣＣ・・ススママホホ 活活用用術術技あり！   

詳しい変更点はまだはっきりわかりませんが、一部

ネットでは、現在のアプリの機能からだいぶ制限をか

け課金する事でその機能を使える様にするのではない

かという話も見かけます。

どのみち、長年慣れ親しんできたツイッターが変わ

ってしまう事には若干の寂しさを感じますが、新しい

物を毛嫌いせず、まずは使ってみようと思います。

そ
ん
な
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
す
が
、
イ
ー

ロ
ン
マ
ス
ク
さ
ん
が
名
称
を
「
Ｘ
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
営
会
社

は
、
マ
ス
ク
氏
が
主
導
し
て
別
の
企
業

「
Ｘ
」
と
合
併
し
て
お
り
、
す
で
に
社

名
と
し
て
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
消
滅
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

昔
か
ら
日
本
で
も
広
く
使
わ
れ
て
い

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
、
有
名
な

Tw
i
tt
e
r

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

芸
能
人
の
方
も
良
く
使
っ
て
い
る

し
、
私
も
開
店
し
た
ば
か
り
の
ラ
ー
メ

ン
屋
さ
ん
の
情
報
や
近
所
の
事
故
情
報

な
ど
最
新
の
情
報
を
知
り
た
い
時
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
使
う
時
が
多
い
で
す
。

江見

え み

真 一

まさかず

先生

（ＹＥＳパソコン学院）
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ツイッターの新しいロゴ

劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセーです。
随時掲載します。お楽しみに！

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長
等等をを歴歴任任。。 

連連載載 

くくくくららららももももちちちち  ひひひひろろろろゆゆゆゆきききき  ささささんんんん  のののの 
エエエエッッッッセセセセーーーー  
ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ そそそそここここははははそそそそれれれれ  

第第 33 話話  演演演演劇劇劇劇「「「「到到到到達達達達！！！！」」」」秘秘秘秘話話話話 

ここ
のの
新新
聞聞
のの
第第
5544
号号
（（
２２
００
２２
００
年年
５５
月月
号号
））
にに
私私
がが
取取
材材

ささ
れれ
てて
掲掲
載載
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
以以
下下
はは
、、
そそ
のの
記記
事事
のの
発発
言言
でで
すす
。。 

「「
芝芝
居居
はは
世世
のの
中中
のの
『『
役役
にに
立立
つつ
』』
とと
思思
っっ
てて
いい
るる
んん
でで
すす
けけ

どど
、、
そそ
れれ
はは
、、
必必
ずず
しし
もも
十十
全全
にに
理理
解解
ささ
れれ
てて
はは
いい
なな
いい
とと
思思
っっ

てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
世世
のの
役役
にに
立立
つつ
にに
はは
違違
いい
なな
いい
んん

だだ
けけ
れれ
どど
、、
たた
だだ
、、『『
役役
にに
立立
つつ
・・
役役
にに
立立
たた
なな
いい
』』
だだ
けけ
でで
芝芝

居居
がが
評評
価価
ささ
れれ
るる
のの
もも
面面
白白
くく
なな
いい
でで
すす
しし
（（
笑笑
））。。」」 

『『
震震
災災
タタ
クク
シシ
ーー
』』
とと
いい
うう
芝芝
居居
をを
、、
仲仲
間間
とと
制制
作作
しし
てて
発発
表表

しし
まま
しし
たた
。。『『
恐恐
ろろ
しし
くく
大大
きき
なな
モモ
ノノ
のの
たた
めめ
にに
走走
っっ
てて
いい
るる
』』

とと
いい
うう
隠隠
喩喩
のの
よよ
うう
なな
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
がが
出出
てて
来来
まま
すす
。。
ああ
れれ
はは
、、

ワワ
ケケ
のの
分分
かか
らら
なな
いい
モモ
ノノ
、、
忖忖
度度
（（
そそ
んん
たた
くく
））
でで
ああ
るる
とと
かか
、、

空空
気気
でで
ああ
るる
とと
かか
、、
そそ
うう
いい
うう
もも
のの
にに
抗抗
（（
ああ
らら
がが
））
うう
たた
めめ
にに
、、

人人
はは
走走
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
だだ
ろろ
うう
かか
、、
とと
解解
釈釈
すす
るる
ここ
とと
もも

出出
来来
まま
すす
。。
演演
劇劇
をを
やや
るる
意意
味味
とと
しし
てて
、、
そそ
うう
いい
うう
隠隠
喩喩
をを
含含
まま

せせ
てて
みみ
たた
いい
とと
いい
うう
衝衝
動動
はは
、、
無無
くく
はは
無無
いい
でで
しし
ょょ
うう
ねね
。。
」」 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
記記
事事
のの
末末
尾尾
でで
次次
のの
よよ
うう
にに
発発
言言
しし
まま
しし
たた
。。 

「「
ささ
てて
、、
今今
年年
発発
表表
すす
るる
おお
芝芝
居居
のの
制制
作作
にに
入入
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

タタ
イイ
トト
ルル
はは
決決
まま
っっ
てて
いい
てて
『『
到到
達達
！！
』』
でで
すす
。。
人人
類類
史史
をを
重重
ねね

合合
わわ
せせ
てて
いい
まま
すす
。。
盛盛
岡岡
劇劇
場場
、、
是是
非非
、、
観観
にに
いい
らら
しし
てて
下下
ささ
いい
。。」」 

そそ
しし
てて
、、
予予
定定
通通
りり
、、
２２
００
２２
００
年年
７７
月月
にに
、、
架架
空空
のの
劇劇
団団
・・

第第
2222
回回
公公
演演
「「
到到
達達
！！
」」
がが
上上
演演
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
架架
空空
のの
劇劇
団団

はは
、、
ここ
のの
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
中中
、、
一一
度度
もも
公公
演演
をを
、、
延延
期期
もも
中中
止止
もも
しし

なな
かか
っっ
たた
とと
いい
うう
、、
稀稀
なな
劇劇
団団
なな
のの
でで
すす
。。 

ココ
ロロ
ナナ
渦渦
のの
ささ
なな
かか
でで
、、
観観
客客
はは
いい
つつ
もも
のの
３３
割割
くく
らら
いい
しし
かか

入入
らら
なな
かか
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
。。 

今今
般般
のの
新新
型型
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
いい
うう
ヤヤ
ツツ
はは
どど
ここ
でで
うう
つつ
るる
かか
分分

かか
らら
なな
いい
とと
、、
恐恐
れれ
なな
がが
らら
生生
活活
をを
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
、、
しし

かか
もも
そそ
れれ
がが
長長
くく
続続
くく
、、
とと
いい
うう
状状
況況
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

密密
接接
、、
密密
閉閉
、、
密密
集集
のの
「「
三三
密密
」」
にに
感感
染染
リリ
スス
クク
がが
ああ
るる
とと
言言

わわ
れれ
てて
いい
るる
のの
でで
すす
がが
、、
演演
劇劇
のの
現現
場場
はは
、、
そそ
れれ
をを
満満
たた
すす
よよ
うう

なな
状状
況況
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
りり
しし
まま
すす
。。
演演
劇劇
はは
直直
接接
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、

密密
着着
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、
濃濃
密密
なな
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
でで
ああ
っっ
たた

りり
、、
とと
いい
うう
とと
ここ
ろろ
にに
価価
値値
がが
ああ
るる
わわ
けけ
でで
、、「「
三三
密密
」」
をを
避避
けけ

たた
らら
、、
演演
劇劇
のの
魅魅
力力
はは
減減
衰衰
しし
てて
しし
まま
うう
とと
思思
うう
のの
でで
すす
。。 

今今
般般
のの
新新
型型
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
いい
うう
ヤヤ
ツツ
はは
どど
ここ
でで
うう
つつ
るる
かか
分分

かか
らら
なな
いい
とと
、、
恐恐
れれ
なな
がが
らら
生生
活活
をを
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
、、
しし

かか
もも
そそ
れれ
がが
長長
くく
続続
くく
、、
とと
いい
うう
状状
況況
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

密密
接接
、、
密密
閉閉
、、
密密
集集
のの
「「
三三
密密
」」
にに
感感
染染
リリ
スス
クク
がが
ああ
るる
とと
言言

わわ
れれ
てて
いい
るる
のの
でで
すす
がが
、、
演演
劇劇
のの
現現
場場
はは
、、
そそ
れれ
をを
満満
たた
すす
よよ
うう

なな
状状
況況
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
りり
しし
まま
すす
。。
演演
劇劇
はは
直直
接接
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、

密密
着着
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、
濃濃
密密
なな
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
でで
ああ
っっ
たた

りり
、、
とと
いい
うう
とと
ここ
ろろ
にに
価価
値値
がが
ああ
るる
わわ
けけ
でで
、、「「
三三
密密
」」
をを
避避
けけ

たた
らら
、、
演演
劇劇
のの
魅魅
力力
はは
減減
衰衰
しし
てて
しし
まま
うう
とと
思思
うう
のの
でで
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
演演
劇劇
『『
到到
達達
！！
』』
はは
、、
以以
下下
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
しし

たた
。。 「「

ココ
ンン
セセ
ププ
トト
はは
、、
短短
いい
場場
面面
をを
つつ
なな
いい
でで
、、
大大
きき
なな
物物
語語
をを

伝伝
ええ
るる
。。
人人
類類
がが
最最
果果
てて
のの
地地
『『
日日
本本
列列
島島
』』
にに
到到
達達
しし
たた
物物
語語

でで
ああ
るる
。。
だだ
かか
らら
とと
いい
っっ
てて
、、
壮壮
大大
なな
設設
定定
でで
大大
陸陸
かか
らら
日日
本本
列列

島島
にに
やや
っっ
てて
きき
たた
、、
みみ
たた
いい
なな
流流
れれ
にに
はは
なな
らら
なな
いい
。。
描描
かか
れれ
るる

のの
はは
日日
常常
でで
ああ
りり
そそ
うう
なな
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
押押
しし
つつ
けけ
やや
仲仲
間間
はは

ずず
れれ
なな
どど
でで
ああ
るる
。。
ちち
っっ
とと
もも
苛苛
烈烈
でで
はは
なな
いい
そそ
んん
なな
小小
ささ
なな
違違

いい
のの
顕顕
在在
化化
がが
、、
徐徐
々々
にに
大大
きき
なな
もも
のの
にに
結結
びび
つつ
いい
てて
いい
きき
、、
最最

終終
的的
にに
はは
どど
ここ
まま
でで
行行
っっ
てて
もも
はは
ぐぐ
れれ
もも
のの
だだ
っっ
たた
、、
とと
いい
うう
よよ

うう
なな
もも
のの
にに
しし
たた
いい
。。
壮壮
大大
なな
構構
想想
でで
、、
ちち
まま
ちち
まま
しし
たた
話話
。。」」 

話話
のの
展展
開開
はは
、、
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
のの
役役
員員
決決
めめ
、、
職職
員員
室室
やや
校校
長長
会会
でで
のの

出出
来来
事事
なな
どど
かか
らら
「「
謀謀
略略
」」
をを
交交
ええ
たた
国国
際際
会会
議議
へへ
とと
進進
みみ
まま
すす
。。 

 

どど
うう
しし
てて
「「
到到
達達
」」
とと
いい
うう
タタ
イイ
トト
ルル
なな
のの
かか
、、
誰誰
がが
何何
処処
にに

到到
達達
すす
るる
のの
かか
？？ 

 

そそ
ここ
らら
辺辺
はは
見見
てて
いい
たた
だだ
かか
なな
いい
とと
わわ
かか
らら
なな
いい
舞舞
台台
なな
のの

でで
すす
がが
、、
今今
思思
うう
とと
、、
今今
般般
のの
ウウ
イイ
ルル
スス
渦渦
をを
かか
なな
りり
楽楽
観観
視視
しし

てて
いい
たた
展展
開開
でで
しし
たた
。。 

当当
時時
のの
ブブ
ロロ
ググ
にに
はは
、、
ここ
うう
書書
きき
記記
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
新新
型型
ウウ
イイ
ルル
スス
禍禍
のの
たた
めめ
かか
、、
モモ
チチ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
上上
がが
らら

なな
いい
。。
やや
るる
気気
がが
出出
なな
いい
。。
もも
うう
ココ
ココ
ロロ
折折
れれ
気気
味味
。。
どど
うう
にに
もも

勢勢
いい
がが
付付
いい
てて
行行
かか
なな
いい
精精
神神
状状
態態
」」
とと
。。 

ウウ
イイ
ルル
スス
渦渦
がが
一一
段段
落落
しし
たた
現現
在在
はは
、、
そそ
んん
なな
精精
神神
状状
態態
がが
どど

うう
言言
うう
もも
のの
だだ
っっ
たた
かか
すす
っっ
かか
りり
忘忘
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
。。 

以以
上上
、、
長長
いい
『『
前前
振振
りり
』』
でで
しし
たた
がが
、、
演演
劇劇
『『
到到
達達
！！
』』
をを
ごご

覧覧
にに
なな
らら
なな
かか
っっ
たた
方方
のの
たた
めめ
にに
、、
少少
しし
付付
記記
しし
まま
すす
。。 

「「
学学
校校
でで
、、
ああ
るる
いい
はは
政政
治治
のの
場場
でで
、、
そそ
しし
てて
世世
界界
でで
、、
人人
々々

はは
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
問問
題題
解解
決決
にに
到到
達達
でで
きき
るる
のの
かか
？？ 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
そそ
もも
そそ
もも
到到
達達
っっ
てて
どど
うう
いい
うう
ここ
とと
？？ 

愛愛
すす
べべ
きき
人人
類類
のの
動動
きき
をを
重重
箱箱
のの
隅隅
をを
つつ
つつ
くく
よよ
うう
にに
観観
察察

すす
るる
、、
くく
らら
もも
ちち
ひひ
ろろ
ゆゆ
きき
はは
、、
ココ
ロロ
ナナ
がが
加加
わわ
っっ
たた
人人
間間
をを
どど

うう
捉捉
ええ
、、
どど
うう
予予
測測
しし
てて
いい
るる
のの
かか
。。 

人人
間間
のの
小小
ささ
ささ
とと
おお
かか
しし
ささ
をを
愛愛
おお
しし
むむ
作作
者者
にに
よよ
るる
、、
ああ
なな

たた
のの
そそ
ばば
でで
起起
きき
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
、、
そそ
しし
てて
、、
もも
しし
かか
しし
たた
らら
、、

明明
日日
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
もも
起起
きき
るる
よよ
うう
なな
人人
類類
のの
ドド
ララ
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無無料料おお買買いい物物ババススでで 

店店にに来来てて、、買買いい物物。。 

ササーービビススカカウウンンタターーにに寄寄るる。。 

帰帰りりもも手手ぶぶららででババスス。。 

夢夢夢夢ののののよよよよううううなななな  

購購購購買買買買ススススタタタタイイイイルルルル  ベベルルフフままつつぞぞのの 



（3）
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、

先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第９９００回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

そそれれっってて認認知知症症？？ 

『『高高齢齢者者ててんんかかんん』』かかもも！！？？
偽偽痛痛風風（（ぎぎ つつううふふうう））』』  
最最近近、、物物忘忘れれでで受受診診さされれるる高高齢齢患患者者ささんんのの中中にに、、実実はは

「「ててんんかかんん」」のの患患者者ささんんががたたくくささんんいいるるここととがが分分かかっってて

ききてていいまますす。。 

高高齢齢者者ののててんんかかんんはは、、「「治治るる認認知知症症」」ととししてて近近年年注注目目ささ

れれてていいまますす。。時時々々のの物物忘忘れれはは認認知知症症ででははななくく「「高高齢齢者者てて

んんかかんん」」のの可可能能ががあありりまますす。。今今回回はは「「高高齢齢者者ててんんかかんん」」

ににつついいてて、、どどんんなな病病気気ななののかかごご紹紹介介ししまますす。。 

「「ててんんかかんん」」はは、、大大脳脳のの神神経経細細胞胞がが、、何何ららかかのの原原因因でで過過剰剰

にに興興奮奮ししててたたくくささんんのの電電気気がが流流れれててししままううここととでで、、脳脳のの活活動動

がが一一時時的的にに混混乱乱ししてて、、様様々々なな症症状状（（ててんんかかんん発発作作））がが現現れれるる

ここととがが繰繰りり返返さされれるる脳脳のの慢慢性性のの病病気気でですす。。 

脳脳ののどどここのの部部分分ででここのの緊緊急急事事態態がが起起ききてていいるるかかにによよっってて、、

現現れれるる症症状状はは違違いいまますす。。 

「「高高齢齢者者ててんんかかんん」」ととはは、、６６５５歳歳以以上上のの高高齢齢者者ににななっってて発発

症症ししたた「「ててんんかかんん」」をを指指ししまますす。。 

高高齢齢者者ててんんかかんんととはは？？ 

症状の違いは、高齢者てんかんの物忘れは波があるのが特徴

です。良い時と悪い時の差が大きく、発作がおさまると支障な

く日常生活を送ることができ、しかも本人は発作時の記憶があ

りません。

認知症の物忘れは、年単位で進行し、症状の波は少なく継続

的にみられます。

また、高齢者てんかんの発作中は、話しかけても目の焦点が

合わずボーッとして返答がありません。認知症では、話しかけ

て何らかの反応があります。

その他、高齢者てんかんでは、体をゆする、ボタンをいじる、

口をペチャペチャするなど自動症とよばれる症状がよくみら

れます。認知症では自動症はあまりなく、幻覚や妄想などの症

状が現れたります。

認認知知症症のの症症状状ととのの違違いい

症状の違いは、高齢者てんかんの物忘れは波があるのが特徴

です。良い時と悪い時の差が大きく、発作がおさまると支障な

く日常生活を送ることができ、しかも本人は発作時の記憶があ

りません。

認知症の物忘れは、年単位で進行し、症状の波は少なく継続

的にみられます。

また、高齢者てんかんの発作中は、話しかけても目の焦点が

合わずボーッとして返答がありません。認知症では、話しかけ

て何らかの反応があります。

その他、高齢者てんかんでは、体をゆする、ボタンをいじる、

口をペチャペチャするなど自動症とよばれる症状がよくみら

れます。認知症では自動症はあまりなく、幻覚や妄想などの症

状が現れたります。

認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知症症症症症症症症症症症症症症症症症症症ののののののののののののののののののの症症症症症症症症症症症症症症症症症症症状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状とととととととととととととととののののののののののののののののののの違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違いいいいいいいいいいいいいいいいいいい

てんかんは小児に特有の病気と思われがちですが、

実は、全患者数の約４割を高齢者が占めると言われ、

高齢化によりその割合は年々増加しています。

小児のてんかんの主な原因は「素因性」です。つま

り、てんかんになりやすい体質です。子どもの脳は、

成長とともに発達していきますが、その過程で脳の電

気回路がうまく働かず、てんかんを発症します。

その他には、先天性（生まれつき）の脳の異常が原

因の場合もあります。

それに対して高齢者では原因が大きく異なり、一番

多いのが、脳梗塞や脳出血などの「脳卒中（脳血管障

害）」です。脳の血管が詰まったり破れたりして電気回

路に障害が起こり、てんかんを発症します。

脳梗塞や脳出血を起こした場合、将来的にてんかん

を発症する危険率は 50〜70％と非常に高くなります。

その他、脳の変性疾患（脳内の様々な場所で神経細

胞が死んでしまう病気）などの加齢による脳の異常や

脳腫瘍、頭部外傷なども高齢者てんかんの原因になり

ます。高齢者てんかんは、それまでてんかんとは無縁

だった人でも、なり得る病気です。

てんかんは小児に特有の病気と思われがちですが、

実は、全患者数の約４割を高齢者が占めると言われ、

高齢化によりその割合は年々増加しています。

小児のてんかんの主な原因は「素因性」です。つま

り、てんかんになりやすい体質です。子どもの脳は、

成長とともに発達していきますが、その過程で脳の電

気回路がうまく働かず、てんかんを発症します。

その他には、先天性（生まれつき）の脳の異常が原

因の場合もあります。

それに対して高齢者では原因が大きく異なり、一番

多いのが、脳梗塞や脳出血などの「脳卒中（脳血管障

害）」です。脳の血管が詰まったり破れたりして電気回

路に障害が起こり、てんかんを発症します。

脳梗塞や脳出血を起こした場合、将来的にてんかん

を発症する危険率は 50〜70％と非常に高くなります。

その他、脳の変性疾患（脳内の様々な場所で神経細

胞が死んでしまう病気）などの加齢による脳の異常や

脳腫瘍、頭部外傷なども高齢者てんかんの原因になり

ます。高齢者てんかんは、それまでてんかんとは無縁

だった人でも、なり得る病気です。

ててててんんんんかかかかんんんんはははは、、、、高高高高齢齢齢齢者者者者ににににもももも多多多多いいいい病病病病気気気気！！！！  
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ててんんかかんんとといいううとと、、「「発発作作をを起起ここすすとと全全身身ががけけいいれれんんししてて泡泡をを

吹吹いいてて倒倒れれるる」」とといいっったたイイメメーージジがが強強いいとと思思いいまますすがが、、そそれれはは

小小児児のの場場合合にに多多くくみみらられれるる症症状状でで、、高高齢齢者者でではは、、けけいいれれんんをを伴伴

わわなないい目目立立たたなないい発発作作がが特特徴徴でで、、「「ボボーーッッととすするる」」「「不不注注意意にになな

るる」」「「呼呼びびかかけけててもも無無反反応応ににななるる」」「「奇奇異異なな行行動動をを起起ここすす」」ななどど

でで、、ここののよよううなな発発作作のの後後にに意意識識ががももううろろううととししたた状状態態がが数数時時間間

〜〜数数日日続続くくここととももあありりまますす。。 

高高齢齢者者ててんんかかんんはは、、ままだだ認認知知度度がが低低くく、、認認知知症症ににななっっててししまま

っったたとと間間違違わわれれててししままううここととがが多多くくあありりまますす。。 

高高齢齢者者ててんんかかんんのの症症状状 

入入居居相相談談はは  ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

山山
岸岸
方方
面面 

県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

高高
松松
方方
面面 

私私たたちちままでで

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

入入居居申申込込書書はは 

ホホーームムペペーージジかからら 

（（ ななののりりのの杜杜 ユユニニッットトススペペーースス ）） 

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、 
ごご相相談談下下ささいい。。 

 入入居居者者募募集集中中 

医医療療的的ケケアア研研修修済済 
２２３３名名。。重重度度化化ににもも 
対対応応可可能能でですす。。※※33 施施設設でで 

入入居居者者ののここれれままででのの生生活活 
をを尊尊重重。。設設ええななどど家家庭庭的的 
なな雰雰囲囲気気でですす。。 

介介護護福福祉祉士士９９割割 
専専門門性性のの高高いいケケアア 

「「2244 時時間間シシーートト」」にに 
基基づづいいたた個個別別ケケアア 

のののの特特特特徴徴徴徴  ユユユユニニニニッッッットトトト型型型型  
（（（（ななななののののりりりりのののの杜杜杜杜・・・・里里里里））））  

・・入入居居一一時時金金ななどどはは必必要要あありりまませせんん。。 

・・収収入入・・介介護護度度にによよっってて料料金金がが異異ななりりまますす。。 

（（ 例例：：介介護護度度４４、、所所得得段段階階２２のの場場合合、、月月額額 約約 6688,,000000 円円 ）） 

※※詳詳ししいい内内容容・・料料金金はは、、おお問問合合せせくくだだささいい。。 

利利用用料料金金ににつついいてて 

介介護護度度３３のの方方もも、、歓歓迎迎 
※※ 申申込込順順ででははあありりまませせんん。。 
状状況況にによよりり、、入入居居をを見見送送るる場場合合ががあありりまますす。。 

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室 
入入居居がが可可能能でですす。。 

 

早早めめのの 



カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399
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読読
者者
にに
認認
知知
ささ
れれ

るる
「「
効効
果果
」」
はは
ああ
りり
まま
すす
。。 

広広
告告
をを
出出
しし
てて
、、
商商
売売
にに
はは
ずず
みみ
をを
つつ
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

広広
告告
、、
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

広広告告募募集集

美美
しし
ささ
でで
惑惑
わわ
すす 

医医
和和
（（
いい
わわ
））
はは
春春
秋秋
時時
代代
（（
前前
六六
世世

紀紀
））
のの
秦秦
のの
医医
家家
でで
すす
。。 

晋晋
のの
平平
公公
がが
病病
にに
なな
っっ
てて
、、
秦秦
にに
医医
家家

をを
要要
請請
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
医医
和和
がが
派派
遣遣
ささ
れれ

まま
しし
たた
。。 

医医
和和
がが
平平
公公
をを
診診
察察
しし
てて
言言
いい
まま
しし

たた
。。 「「

公公
のの
病病
はは
、、
鬼鬼
のの
せせ
いい
でで
もも
なな
くく
、、

食食
べべ
物物
のの
せせ
いい
でで
もも
なな
くく
、、
女女
色色
にに
惑惑
っっ

てて
志志
をを
失失
わわ
れれ
たた
かか
らら
でで
すす
。。」」 

平平
公公
はは
政政
務務
そそ
っっ
ちち
のの
けけ
でで
後後
宮宮
にに

頻頻
繁繁
にに
出出
入入
りり
しし
、、
不不
規規
則則
なな
生生
活活
をを
送送

っっ
てて
いい
たた
のの
でで
すす
。。 

医医
和和
はは
続続
けけ
てて
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
六六
気気
」」
のの
病病
因因
説説 

「「
女女
色色
はは
節節
制制
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
多多

過過
ぎぎ
たた
らら
そそ
ここ
でで
止止
めめ
てて
しし
まま
ええ
ばば

病病
にに
なな
るる
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

天天
にに
はは
六六
気気
（（
陰陰
・・
陽陽
・・
風風
・・
雨雨
・・

明明
・・
暗暗
））
がが
ああ
りり
、、
どど
れれ
かか
一一
つつ
でで
もも

度度
がが
過過
ぎぎ
れれ
ばば
病病
がが
生生
じじ
まま
すす
。。 

女女
性性
はは
暗暗
いい
時時
にに
寄寄
りり
添添
いい
まま
すす

かか
らら
、、
度度
がが
過過
ぎぎ
まま
すす
とと
体体
内内
にに
熱熱
がが

多多
くく
生生
じじ
てて
、、
惑惑
蠱蠱
（（
わわ
くく
ここ
））
のの
病病

にに
なな
るる
のの
でで
すす
。。」」 

医医
和和
のの
言言
うう
「「
蠱蠱
（（
ここ
））」」
とと
はは
当当

時時
「「
淫淫
乱乱
」」
をを
意意
味味
しし
たた
のの
でで
すす
がが
、、

現現
代代
のの
「「
蠱蠱
惑惑
（（
ここ
わわ
くく
））」」
はは
「「
美美

しし
ささ
でで
惑惑
わわ
すす
」」
とと
いい
っっ
たた
意意
味味
にに
変変

化化
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

 

東東
洋洋
医医
学学
はは
「「
気気
のの
医医
学学
」」
とと
いい
わわ

れれ
るる
よよ
うう
にに
「「
気気
」」
をを
重重
視視
しし
まま
すす
。。 

医医
和和
のの
六六
気気
のの
病病
因因
説説
はは
、、
東東
洋洋
病病

理理
学学
のの
芽芽
生生
ええ
でで
もも
ああ
るる
のの
でで
すす
。。 

第第 5566 話話  中中国国名名医医伝伝（（医医和和編編）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐佐 々々木木先先生生 のの ひひととくくちちココララムム佐佐佐佐 々々々々々木木木木木先先先先先生生生生生のののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととととととくくくくくくくくくくくくくちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちコココココココココココココココラララララララララララララララ

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 
いい わわ 

第７７話     縮縮毛毛矯矯正正ととブブリリーーチチ 

最最近近ででははブブリリーーチチ（（すすごごくく明明るるくく脱脱色色））をを含含むむカカララーー

リリンンググがが流流行行っっててまますすよよねね。。 

そそんんなな方方ででももままれれにに「「縮縮毛毛矯矯正正ををししたたいい！！」」とと言言わわれれ

るるここととががあありりまますす。。 

結結論論かからら言言ううとと、、「「止止めめてておおききままししょょうう」」でですす。。 

ブブリリーーチチとと縮縮毛毛矯矯正正はは、、ササロロンンメメニニュューーのの中中でで一一番番ダダ

メメーージジのの大大ききいい技技術術でですす。。 

そそのの２２つつをを組組みみ合合わわせせるるののはは、、至至っってて危危険険でですす。。 

可可能能なな場場合合ももあありりまますすがが、、基基本本的的ににははどどちちららかかををすするる

なならら、、どどちちららかかははややめめてておおいいたた方方ががおおススススメメでですす。。 

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

歯歯
髄髄
（（
しし
ずず
いい
））
とと
呼呼
ばば
れれ
るる
歯歯
のの
神神
経経
はは
、、

歯歯
にに
栄栄
養養
やや
酸酸
素素
をを
運運
ぶぶ
血血
管管
とと
神神
経経
組組
織織
なな
どど

がが
集集
まま
っっ
たた
組組
織織
でで
すす
。。
軽軽
度度
のの
歯歯
髄髄
炎炎
でで
ああ
れれ

ばば
歯歯
髄髄
のの
保保
存存
をを
考考
ええ
まま
すす
がが
、、
重重
度度
のの
歯歯
髄髄
炎炎

だだ
とと
、、
歯歯
のの
保保
存存
をを
考考
ええ
てて
炎炎
症症
をを
起起
ここ
しし
てて
いい

るる
歯歯
髄髄
をを
取取
りり
除除
くく
治治
療療
がが
必必
要要
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
がが
、、
歯歯
のの
根根
をを
治治
療療
すす
るる
根根
管管
治治
療療
（（
ここ

んん
かか
んん
ちち
りり
ょょ
うう
））
でで
すす
。。
根根
管管
治治
療療
をを
おお
ろろ
そそ

かか
にに
すす
るる
とと
、、
再再
発発
・・
悪悪
化化
しし
たた
りり
、、
最最
悪悪
、、
抜抜

歯歯
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

歯歯
のの
根根
っっ
ここ
のの
消消
毒毒
がが
完完
了了
しし
たた
らら
、、
そそ
ここ
にに

ガガ
ッッ
タタ
パパ
ーー
チチ
ャャ
ポポ
イイ
ンン
トト
とと
呼呼
ばば
れれ
るる
歯歯
科科
用用

材材
料料
なな
どど
をを
充充
填填((

埋埋
めめ
込込
むむ
ここ
とと))

しし
まま
すす
。。 

根根
っっ
ここ
のの
中中
にに
隙隙
間間
がが
ああ
るる
とと
再再
びび
そそ
ここ
かか
らら

感感
染染
がが
生生
じじ
るる
ここ
とと
もも
ああ
るる
たた
めめ
、、
材材
料料
でで
隙隙
間間

をを
埋埋
めめ
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
根根
っっ
ここ
のの
治治
療療
がが

完完
了了
しし
たた
らら
、、
かか
ぶぶ
せせ
物物
をを
付付
けけ
るる
たた
めめ
にに
ココ
アア

とと
呼呼
ばば
れれ
るる
土土
台台
をを
立立
てて
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
かか
ぶぶ

せせ
物物
をを
選選
んん
でで
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。 

歯歯
はは
一一
度度
失失
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
元元
にに
はは
戻戻
りり
まま
せせ

んん
。。
むむ
しし
歯歯
はは
早早
期期
発発
見見
、、
早早
期期
治治
療療
がが
最最
善善
とと

言言
ええ
まま
すす
。。 

（（ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之 

）） 

今今
月月
はは
、、『『
歯歯
のの
神神
経経
とと
根根
のの
治治
療療
』』
にに
つつ
いい
てて

おお
話話
しし
しし
まま
すす
。。 

歯歯
のの
根根
にに
まま
でで
虫虫
歯歯
がが
進進
行行
しし
てて
いい
るる
とと
、、
治治

療療
期期
間間
がが
長長
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
しし
まま
すす
。。 

エエ
ナナ
メメ
ルル
質質
だだ
けけ
にに
溜溜
まま
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
軽軽

度度
のの
虫虫
歯歯
でで
ああ
れれ
ばば
、、
数数
回回
のの
通通
院院
でで
治治
療療
がが
完完

了了
しし
まま
すす
。。
虫虫
歯歯
菌菌
にに
侵侵
食食
ささ
れれ
てて
いい
るる
エエ
ナナ
メメ

ルル
質質
をを
削削
りり
、、
そそ
ここ
へへ
レレ
ジジ
ンン
とと
いい
うう
修修
復復
材材
料料

をを
詰詰
めめ
るる
ここ
とと
でで
治治
療療
はは
完完
了了
しし
まま
すす
。。 

そそ
れれ
にに
対対
しし
てて
、、
象象
牙牙
質質
にに
まま
でで
到到
達達
しし
てて
いい

るる
中中
等等
度度
のの
虫虫
歯歯
でで
はは
、、
歯歯
をを
削削
っっ
てて
レレ
ジジ
ンン
をを

詰詰
めめ
るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
削削
るる
範範
囲囲
にに
よよ
っっ
てて
はは
型型

をを
とと
りり
金金
属属
やや
ププ
ララ
スス
チチ
ッッ
クク
のの
つつ
めめ
物物
をを
つつ
けけ

るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

第第
66
回回 

 

歯歯
のの
根根
っっ
ここ
のの
治治
療療

豆豆豆豆
知知知知
識識識識  

歯歯歯歯
のののの
健健健健
康康康康  

中中谷谷寛寛之之 先先生生 

連連
載載 

７７
月月
にに
盛盛
岡岡
上上
空空
にに
現現
れれ
まま
しし
たた
。。（（
編編
集集
室室
）） 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
百百百百
景景景景 

・・体体重重がが 6600kkgg 以以上上のの方方はは 水水２２ℓℓ 

・・体体重重がが 4455kkgg 未未満満のの方方やや 水水をを飲飲むむ習習慣慣ががななくく２２ℓℓがが難難ししいい方方はは 11..66ℓℓ 

暑暑いい日日がが続続いいてておおりりまますすがが、、水水分分、、足足りりてていいまますすかか！！？？ 

水水をを１１日日２２ℓℓ飲飲むむとと良良いいとと言言わわれれてていいまますすがが…… 

ササムム篝篝でで冷冷房房がが苦苦手手でで、、汗汗ももそそれれほほどどかかかかなないい私私はは 

「「水水」」はは１１ℓℓすすらら飲飲めめなないいででいいままししたた。。 

そそんんななああるる日日、、整整骨骨院院のの先先生生かからら「「塩塩水水」」をを勧勧めめらられれままししたた。。 

水水２２ℓℓ にに対対ししてて         非非加加熱熱 塩塩 ２２ｇｇ  

（（ででききれればばミミネネララルルウウォォーータターー）） （（食食塩塩ででははなないい）） 

軽軽軽軽いいいい運運運運動動動動とととと上上上上手手手手なななな水水水水分分分分補補補補給給給給でででで、、、、夏夏夏夏をををを乗乗乗乗りりりりききききりりりりままままししししょょょょうううう！！！！  

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さん
のダンスにまつわるコラムです。

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話  

））
第第 5577 話話  水水水水分分分分補補補補給給給給ししししてててていいいいまままますすすすかかかか？？？？ 

筋筋肉肉ののたためめににもも、、水水はは欠欠かかせせなないいととかか。。 

多多少少のの身身体体のの不不調調はは、、ここのの「「塩塩水水」」でで改改善善さされれるるそそううでですす。。 

塩塩かかららののミミネネララルルもも大大切切。。「「塩塩」」にによよっっててもも、、味味ははそそれれぞぞれれ。。 

味味・・甘甘味味をを感感じじ飲飲みみややすすくくななりりままししたた。。 

１１時時間間にに１１回回 115500 ㎖㎖ とと思思ううとと、、飲飲めめそそううなな気気ががししてて来来ままししたた。。 

詳詳ししくくはは、、おお気気軽軽ににおお問問合合せせ下下ささいい。。 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

体体験験レレッッススンン 無無料料（（2255 分分）） 

・・ググルルーーププレレッッススンン（（レレベベルルにに合合わわせせてて リリーーズズナナブブルルなな料料金金設設定定）） 

・・個個人人レレッッススンン（（楽楽ししくく 早早くく上上達達ででききまますす）） 

・・子子供供料料金金、、学学生生割割引引あありりまますす。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

♪♪ 

火火
のの
中中
にに
飛飛
びび
込込
むむ
よよ
うう
なな
恋恋
～～ 

とと
いい
うう
歌歌
詞詞
でで
始始
まま
るる
唄唄
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
（（「「
君君
のの
名名
をを
呼呼

ぶぶ
」」
））
♪♪ 

友友
達達
のの
まま
まま
でで
いい
いい
とと
囁囁
くく
声声
、、
だだ
けけ
どど
、、・・
・・
・・

地地
下下
鉄鉄
でで 

歌歌
うう
よよ
うう
にに
君君
のの
名名
をを
呼呼
ぶぶ
～～ 

っっ
てて
続続
きき
まま
すす
・・
・・
・・
。。
重重
いい
唄唄
でで
すす
ねね
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
１１
９９
８８
４４
年年
にに
発発
表表
ささ
れれ
てて
、、
世世
界界
的的
なな

ベベ
スス
トト
セセ
ララ
ーー
にに
なな
っっ
たた
小小
説説
『『
存存
在在
のの
耐耐
ええ
らら
れれ
なな
いい

軽軽
ささ
』』
はは
、、
重重
いい
恋恋
・・
軽軽
いい
恋恋
のの
双双
方方
をを
描描
いい
てて
いい
まま
すす
。。 

主主
人人
公公
・・
トト
ママ
ーー
シシ
ュュ
はは
医医
者者
でで
、、
自自
由由
奔奔
放放
にに
女女
性性

とと
付付
きき
合合
うう
独独
身身
のの
ププ
レレ
イイ
ボボ
ーー
イイ
。。
エエ
ロロ
テテ
ィィ
ッッ
クク
なな

友友
情情
をを
得得
よよ
うう
とと
しし
てて
、、
女女
とと
深深
いい
関関
係係
にに
なな
るる
ここ
とと
をを

避避
けけ
てて
いい
るる
。。
言言
わわ
ばば
「「
軽軽
いい
人人
生生
」」
をを
求求
めめ
てて
いい
たた
。。

自自
由由
奔奔
放放
なな
画画
家家
のの
女女
・・
ササ
ビビ
ーー
ナナ
にに
「「
ああ
なな
たた
がが
求求
めめ

てて
いい
るる
もも
のの
はは
女女
のの
快快
楽楽
？？
」」
とと
尋尋
ねね
らら
れれ
るる
始始
末末
だだ
。。 

そそ
んん
なな
彼彼
だだ
かか
らら
、、
テテ
レレ
ザザ
とと
いい
うう
女女
とと
結結
婚婚
すす
るる
ここ

とと
にに
なな
っっ
てて
もも
浮浮
気気
癖癖
がが
治治
らら
なな
いい
。。 

ププ
レレ
イイ
ボボ
ーー
イイ
のの
ササ
ガガ
がが
とと
思思
いい
きき
やや
、、
トト
ママ
ーー
シシ
ュュ

はは
、、
愛愛
想想
をを
つつ
かか
しし
てて
里里
帰帰
りり
しし
たた
妻妻
・・
テテ
レレ
ザザ
をを
追追
うう
。。 

トト
ママ
ーー
シシ
ュュ
はは
「「
重重
いい
人人
生生
」」
にに
向向
かか
うう
。。
ププ
レレ
イイ
ボボ

ーー
イイ
もも
変変
わわ
るる
んん
でで
すす
かか
ねね
？？ 

テテ
レレ
ザザ
がが
住住
むむ
田田
舎舎
にに
はは
浮浮
気気
相相
手手
もも
無無
くく
、、
トト
ママ
ーー

シシ
ュュ
はは
テテ
レレ
ザザ
とと
共共
にに
穏穏
やや
かか
なな
人人
生生
をを
送送
るる
ここ
とと
にに
なな

るる
。。
しし
かか
しし
、、
トト
ママ
ーー
シシ
ュュ
とと
テテ
レレ
ザザ
はは
、、
交交
通通
事事
故故
にに

よよ
っっ
てて
生生
涯涯
をを
終終
ええ
てて
しし
まま
うう
のの
だだ
っっ
たた
。。 

作作
者者
のの
ミミ
ララ
ンン
・・
クク
ンン
デデ
ララ
はは
、、
ここ
のの
小小
説説
でで
何何
かか
をを

問問
うう
てて
いい
るる
のの
だだ
ろろ
うう
。。「「
果果
たた
しし
てて
トト
ママ
ーー
シシ
ュュ
のの
決決
断断

はは
正正
しし
かか
っっ
たた
のの
かか
？？
」」
ああ
るる
いい
はは
、、「「
軽軽
いい
人人
生生
」」
とと
「「
重重

いい
人人
生生
」」
のの
いい
ずず
れれ
がが
幸幸
福福
なな
のの
かか
？？ 

テテ
レレ
ザザ
がが
トト
ママ
ーー
シシ
ュュ
にに
残残
しし
たた
手手
紙紙
のの
一一
節節
にに
、、「「
人人

生生
はは
私私
にに
はは
とと
てて
もも
重重
いい
のの
にに
、、
貴貴
方方
にに
はは
軽軽
いい
のの
ねね
。。

私私
、、
そそ
のの
軽軽
ささ
にに
耐耐
ええ
らら
れれ
なな
いい
のの
。。
私私
はは
強強
くく
なな
いい
かか

らら
」」
とと
いい
うう
フフ
レレ
ーー
ズズ
がが
出出
てて
きき
まま
すす
。。 

思思
うう
のの
でで
すす
がが
、、
人人
生生
はは
、、
重重
くく
もも
軽軽
くく
もも
、、
無無
いい
のの

でで
すす
。。 

人人
生生
にに
誠誠
実実
にに
向向
きき
合合
おお
うう
とと
すす
るる
ここ
とと
はは
、、「「
重重
いい
」」

のの
でで
はは
なな
くく
「「
自自
然然
」」
なな
のの
でで
すす
。。 

そそ
のの
「「
自自
然然
」」
をを
「「
軽軽
くく
」」
つつ
まま
りり
「「
軽軽
やや
かか
にに
」」
生生

きき
れれ
ばば
イイ
イイ
のの
。。
何何
もも
苦苦
しし
むむ
ここ
とと
はは
アア
リリ
ママ
シシ
ェェ
ンン
。。 

「「
一一
度度
きき
りり
のの
人人
生生
」」
でで
ああ
ろろ
うう
がが
、、「「
繰繰
りり
返返
しし
のの
人人

生生
」」
でで
ああ
ろろ
うう
がが
、、「「
天天
職職
」」
をを
見見
つつ
けけ
てて
、、
そそ
れれ
にに
従従
っっ

てて
淡淡
々々
とと
進進
むむ
。。
そそ
れれ
でで
良良
いい
。。 

今今
月月
はは
、、
ちち
とと
抹抹
香香
臭臭
いい
話話
にに
なな
りり
まま
しし
たた
っっ
たた
。。 

前前
記記
のの
「「
君君
のの
名名
をを
呼呼
ぶぶ
」」
のの
唄唄
にに
、、
ここ
うう
ああ
りり
まま
すす
。。

♪♪ 

街街
角角
でで
仕仕
事事
場場
でで 

歌歌
うう
よよ
うう
にに
君君
のの
名名
をを
呼呼
ぶぶ
～～ 

真真
夜夜
中中
にに
明明
けけ
方方
のの
空空
にに 

愛愛
しし
いい
君君
のの
名名
をを
呼呼
ぶぶ
～～ 

そそ
うう
なな
んん
でで
すす
。。
そそ
うう
しし
てて
イイ
イイ
んん
でで
すす
よよ
。。 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに
偶偶
然然
にに
出出

会会
ええ
たた
時時
にに
はは
。。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なな
んん
てて
ねね
。。

（５）

高高前前田田 博博子子ささんん 
 

『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 
第第３３００話話   山山峡峡のの人人

「「
んん
だだ
」」 

子子
供供
時時
代代
のの
冬冬
のの
登登
校校
がが
気気
にに
なな
っっ
てて
聞聞
いい
たた
。。 

「「
学学
校校
まま
でで
二二
時時
間間
掛掛
かか
っっ
てて
毎毎
日日
遅遅
刻刻
。。
廊廊
下下
にに
立立
たた
ささ
れれ

だだ
」」 とと

笑笑
いい
、、
祖祖
父父
がが
雪雪
をを
踏踏
みみ
堅堅
めめ
てて
道道
をを
造造
っっ
てて
くく
れれ
たた
とと
話話

しし
たた
。。
今今
はは
除除
雪雪
車車
がが
来来
てて
くく
れれ
てて
ああ
りり
がが
たた
いい
とと
続続
けけ
たた
。。 

「「
住住
めめ
ばば
都都
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが
浮浮
かか
んん
だだ
がが
、、
ああ
わわ
てて
てて
引引
っっ

込込
めめ
たた
。。
真真
剣剣
にに
生生
きき
てて
いい
るる
美美
子子
ささ
んん
にに
失失
礼礼
なな
気気
がが
しし
たた
。。

つつ
らら
いい
、、
大大
変変
なな
どど
のの
言言
葉葉
はは
彼彼
女女
のの
口口
かか
らら
出出
てて
来来
なな
いい
。。
ここ

のの
集集
落落
かか
らら
出出
よよ
うう
とと
思思
ええ
ばば
出出
らら
れれ
たた
はは
ずず
だだ
。。
やや
はは
りり
彼彼
女女

はは
、、
ここ
のの
地地
がが
好好
きき
にに
違違
いい
なな
いい
。。
美美
子子
ささ
んん
にに
とと
っっ
てて
のの
ユユ
ーー

トト
ピピ
アア
だだ
。。
若若
いい
頃頃
はは
タタ
クク
シシ
ーー
のの
運運
転転
手手
、、
庭庭
師師
とと
男男
勝勝
りり
にに

働働
いい
たた
とと
聞聞
いい
たた
。。 

もも
うう
十十
分分
だだ
とと
、、
おお
いい
とと
まま
をを
告告
げげ
るる
私私
達達
にに
美美
子子
ささ
んん
はは
自自

慢慢
のの
畑畑
をを
案案
内内
しし
たた
。。 

「「
好好
きき
なな
だだ
けけ
持持
っっ
てて
行行
っっ
てて
」」 

彼彼
女女
はは
惜惜
しし
げげ
もも
なな
くく
、、
ナナ
スス
、、
ユユ
ウウ
ガガ
オオ
、、
ササ
ササ
ゲゲ
なな
どど
手手

塩塩
にに
掛掛
けけ
たた
野野
菜菜
のの
収収
穫穫
をを
勧勧
めめ
たた
。。 

二二
、、
三三
時時
間間
のの
滞滞
在在
でで
、、
ここ
のの
地地
、、
芦芦
ヶヶ
平平
がが
好好
きき
にに
なな
っっ
たた
。。

勿勿
論論
、、
美美
子子
ささ
んん
のの
魅魅
力力
もも
加加
わわ
っっ
てて
いい
るる
。。 

驚驚
いい
たた
ここ
とと
にに
、、
先先
ほほ
どど
のの
置置
物物
のの
よよ
うう
なな
老老
婆婆
がが
老老
犬犬
をを
引引

っっ
ぱぱ
っっ
てて
散散
歩歩
しし
てて
いい
たた
。。 

重重
っっ
ここ
料料
理理
のの
材材
料料
とと
清清
しし
いい
気気
持持
をを
車車
にに
乗乗
せせ
てて
帰帰
路路
にに
着着

いい
たた
。。
今今
度度
はは
雪雪
をを
纏纏
（（
まま
とと
））
っっ
たた
冬冬
景景
色色
をを
見見
にに
芳芳
ヶヶ
平平
をを

是是
非非
、、
訪訪
れれ
たた
いい
とと
思思
っっ
たた
。。 

※※
芦芦
ヶヶ
平平
（（
よよ
しし
がが
たた
いい
らら
））
はは
実実
際際
のの
地地
名名
でで
すす
。。「「
芦芦
」」
のの 

文文
字字
はは
「「
よよ
しし
」」
とと
もも
読読
むむ
そそ
うう
でで
すす
。。（（
編編
集集
室室
）） 

 

素素
材材
がが
新新
鮮鮮
なな
せせ
いい
かか
、、
素素
朴朴
でで
大大
地地
のの
味味
がが
すす
るる
。。 

初初
秋秋
のの
ああ
るる
日日
、、
友友
人人
のの
ミミ
エエ
ささ
んん
にに
山山
菜菜
採採
りり
とと
茸茸
（（
キキ
ノノ

ココ
））
狩狩
りり
にに
誘誘
わわ
れれ
たた
。。
山山
歩歩
きき
はは
得得
意意
でで
なな
いい
がが
、、
美美
子子
ささ
んん

のの
家家
にに
行行
くく
とと
聞聞
いい
てて
話話
にに
乗乗
っっ
たた
。。
ミミ
エエ
ささ
んん
とと
美美
子子
ささ
んん
はは

親親
しし
いい
間間
柄柄
だだ
。。
美美
子子
ささ
んん
のの
家家
はは
かか
なな
りり
山山
奥奥
らら
しし
いい
。。 

 

数数
軒軒
のの
家家
やや
野野
菜菜
畑畑
をを
過過
ぎぎ
、、
道道
幅幅
がが
狭狭
くく
なな
りり
両両
側側
にに

木木
々々
がが
生生
いい
繁繁
っっ
てて
いい
るる
。。
進進
めめ
どど
もも
進進
めめ
どど
もも
民民
家家
はは
見見
ええ
てて

ここ
なな
いい
。。
不不
安安
にに
なな
っっ
てて
来来
たた
。。
ミミ
エエ
ささ
んん
のの
軽軽
自自
動動
車車
はは
林林
をを

縫縫
っっ
てて
進進
むむ
。。
台台
風風
のの
爪爪
痕痕
（（
つつ
めめ
ああ
とと
））
がが
ああ
るる
川川
にに
心心
をを
痛痛

めめ
、、
やや
っっ
とと
目目
的的
地地
にに
着着
いい
たた
。。
山山
峡峡
にに
広広
くく
開開
けけ
たた
土土
地地
がが
ああ

りり
ポポ
ツツ
リリ
ポポ
ツツ
リリ
とと
家家
がが
ああ
っっ
たた
。。 

 

車車
のの
エエ
ンン
ジジ
ンン
音音
をを
聞聞
きき
つつ
けけ
てて
、、
農農
良良
着着
（（
のの
らら
ぎぎ
））
姿姿

のの
美美
子子
ささ
んん
がが
現現
れれ
たた
。。
小小
柄柄
でで
チチ
ャャ
ーー
ミミ
ンン
ググ
だだ
がが
、、
どど
ここ
かか

きき
りり
りり
とと
しし
てて
いい
るる
。。
築築
二二
百百
年年
のの
家家
のの
縁縁
側側
にに
美美
形形
のの
老老
婆婆
がが

置置
物物
のの
よよ
うう
にに
つつ
くく
ねね
んん
とと
座座
っっ
てて
いい
たた
。。
美美
子子
ささ
んん
のの
母母
でで
九九

十十
をを
出出
てて
いい
るる
みみ
たた
いい
だだ
。。
片片
側側
のの
小小
屋屋
にに
はは
ミミ
ッッ
クク
スス
のの
老老
犬犬

がが
吠吠
ええ
るる
でで
もも
なな
くく
寝寝
そそ
べべ
っっ
てて
いい
たた
。。
番番
犬犬
のの
役役
目目
をを
果果
たた
しし

てて
いい
なな
いい
。。 

ここ
のの
地地
はは
芦芦
ヶヶ
平平
（（
よよ
しし
がが
たた
いい
らら
））
とと
呼呼
ばば
れれ
、、
落落
武武
者者
のの

集集
落落
とと
聞聞
いい
たた
。。
源源
義義
家家
のの
伝伝
説説
がが
ああ
るる
。。
ミミ
エエ
ささ
んん
とと
私私
はは
真真

先先
にに
、、
手手
入入
れれ
がが
行行
きき
届届
いい
てて
いい
るる
美美
子子
ささ
んん
のの
庭庭
をを
楽楽
しし
んん
だだ
。。

大大
輪輪
のの
ダダ
リリ
アア
、、
キキ
クク
がが
咲咲
きき
乱乱
れれ
、、
初初
秋秋
のの
爽爽
やや
かか
なな
香香
がが
しし

たた
。。 美美

子子
ささ
んん
のの
案案
内内
でで
深深
いい
沢沢
にに
下下
りり
、、
ミミ
ズズ
をを
採採
りり
、、
途途
中中
のの

山山
道道
でで
茸茸
をを
捜捜
しし
たた
。。
木木
のの
切切
りり
株株
やや
草草
むむ
らら
にに
ナナ
ララ
タタ
ケケ
がが
ニニ

ョョ
キキ
ニニ
ョョ
キキ
顔顔
をを
出出
しし
てて
いい
たた
。。
道道
すす
がが
らら
美美
子子
ささ
んん
にに
いい
ろろ
いい

ろろ
尋尋
ねね
たた
。。
「「
ここ
のの
地地
でで
生生
まま
れれ
、、
ずず
っっ
とと
ここ
ここ
でで
育育
っっ
たた
のの
」」 

テテ
ーー
ブブ
ルル
のの
上上
にに
数数
々々
のの
「「
重重
っっ
ここ
料料
理理
」」
がが
並並
んん
でで
いい
るる
。。

我我
がが
町町
、、
雫雫
石石
でで
はは
昔昔
かか
らら
重重
っっ
ここ
料料
理理
とと
言言
いい
、、
おお
重重
にに
詰詰
めめ

たた
料料
理理
をを
持持
ちち
寄寄
るる
。。
結結
婚婚
式式
やや
仏仏
事事
にに
欠欠
かか
せせ
なな
いい
。。
年年
代代
物物

のの
おお
重重
のの
蓋蓋
（（
ふふ
たた
））
にに
はは
重重
助助
（（
じじ
ゅゅ
うう
すす
けけ
））、、
与与
作作
（（
よよ
ささ

くく
））
なな
どど
のの
屋屋
号号
がが
目目
にに
付付
くく
。。 

私私
はは
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
酒酒
場場
をを
やや
っっ
てて
いい
るる
。。
宴宴
会会
にに
、、
女女
性性

客客
達達
はは
自自
慢慢
のの
重重
っっ
ここ
料料
理理
をを
持持
参参
すす
るる
。。
持持
込込
自自
由由
のの
店店
だだ
。。

むむ
しし
ろろ
歓歓
迎迎
しし
てて
いい
るる
。。 

「「
ママ
ママ
もも
食食
（（
くく
））
っっ
てて
みみ
でで
」」 

とと
勧勧
めめ
るる
。。
私私
のの
分分
まま
でで
丁丁
寧寧
にに
パパ
ッッ
クク
にに
しし
てて
持持
っっ
てて
来来
てて

くく
れれ
るる
女女
性性
もも
いい
るる
。。
すす
べべ
てて
がが
旨旨
いい
。。
山山
菜菜
料料
理理
がが
多多
いい
。。
数数
々々

のの
重重
っっ
ここ
料料
理理
でで
店店
のの
料料
理理
がが
霞霞
むむ
。。
採採
取取
場場
所所
、、
保保
存存
のの
方方
法法

とと
女女
性性
客客
達達
のの
料料
理理
教教
室室
がが
始始
まま
るる
。。
男男
性性
軍軍
とと
言言
ええ
ばば
、、
申申
しし

訳訳
程程
度度
にに
料料
理理
をを
つつ
まま
みみ
、、
生生
ビビ
ーー
ルル
のの
ジジ
ョョ
ッッ
キキ
ーー
をを
楽楽
しし
むむ
。。 

女女
性性
客客
達達
のの
取取
りり
箸箸
がが
忙忙
しし
なな
くく
料料
理理
のの
上上
をを
行行
きき
交交
うう
。。
私私

はは
、、
取取
分分
けけ
美美
子子
ささ
んん
とと
言言
うう
客客
のの
料料
理理
をを
好好
むむ
。。
ミミ
ズズ
とと
呼呼
ばば

れれ
るる
ウウ
ワワ
ババ
ミミ
ソソ
ウウ
やや
イイ
ンン
ゲゲ
ンン
のの
おお
浸浸
しし
だだ
。。
調調
理理
法法
をを
聞聞
くく

とと
、、
湯湯
がが
いい
てて
市市
販販
のの
つつ
ゆゆ
をを
かか
けけ
るる
だだ
けけ
とと
話話
すす
。。 

連連載載 

他他
人人
をを
呪呪
いい
殺殺
そそ
うう
とと
すす
るる
とと
、、
そそ
のの
報報
いい
でで
自自
分分
もも
殺殺
ささ

れれ
てて
しし
まま
いい
、、
墓墓
穴穴
（（
はは
かか
ああ
なな
））
がが
２２
個個
必必
要要
にに
なな
るる
。。 

転転
じじ
てて
、、
他他
人人
をを
呪呪
うう
よよ
うう
なな
とと
きき
はは
、、
自自
分分
にに
もも
同同
じじ
よよ

うう
なな
害害
がが
及及
ぶぶ
。。
安安
易易
にに
他他
人人
をを
害害
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
ここ
とと
へへ
のの

戒戒
めめ
のの
言言
葉葉
でで
すす
。。 

他他
人人
をを
陥陥
れれ
よよ
うう
とと
すす
るる
とと
、、
自自
分分
もも
同同
じじ
目目
にに
遭遭
うう
。。「「
他他

人人
をを
呪呪
うう
覚覚
悟悟
はは
ああ
るる
のの
かか
ねね
？？
」」
とと
問問
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

他他
人人
をを
恨恨
んん
だだ
りり
憎憎
んん
だだ
りり
しし
てて
もも
、、
何何
もも
解解
決決
しし
なな
いい
。。

結結
局局
はは
自自
分分
にに
返返
っっ
てて
くく
るる
。。
だだ
かか
らら
辞辞
めめ
るる
よよ
うう
にに
。。 

古古
来来
よよ
りり
陰陰
陽陽
師師
はは
、、
除除
災災
をを
すす
るる
以以
外外
にに
、、
権権
力力
者者
のの
依依

頼頼
をを
受受
けけ
てて
敵敵
対対
すす
るる
者者
をを
呪呪
術術
でで
殺殺
すす
仕仕
事事
をを
行行
っっ
てて
いい

たた
とと
ささ
れれ
まま
すす
。。
陰陰
陽陽
師師
がが
呪呪
術術
をを
行行
うう
際際
、、
自自
分分
もも
呪呪
いい
返返

ささ
れれ
るる
ここ
とと
をを
覚覚
悟悟
しし
てて
自自
分分
用用
のの
「「
墓墓
穴穴
」」
をを
準準
備備
しし
たた
。。 

「「
憎憎
しし
みみ
はは
、、
不不
幸幸
をを
生生
みみ
出出
すす
だだ
けけ
」」
とと
読読
みみ
込込
むむ
ここ
とと

もも
可可
能能
でで
すす
。。
最最
近近
、、
テテ
レレ
ビビ
でで
報報
じじ
たた
外外
国国
のの
若若
者者
のの
話話
がが

ああ
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
若若
者者
はは
、、
戦戦
争争
でで
重重
傷傷
をを
負負
っっ
たた
父父
親親
のの
仇仇

をを
取取
りり
たた
くく
てて
敵敵
国国
軍軍
をを
やや
っっ
つつ
けけ
るる
たた
めめ
にに
「「
軍軍
隊隊
にに
入入

るる
」」
とと
言言
うう
。。
隣隣
りり
でで
母母
親親
はは
、、
涙涙
をを
流流
しし
てて
「「
憎憎
しし
みみ
をを
持持

つつ
とと
自自
分分
がが
壊壊
れれ
てて
いい
くく
」」
とと
訴訴
ええ
てて
いい
たた
。。 

ここ
れれ
もも
、、「「
人人
をを
呪呪
わわ
ばば
穴穴
二二
つつ
」」
のの
例例
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

そそ
のの
父父
親親
はは
、、
相相
手手
兵兵
がが
憎憎
くく
てて
戦戦
争争
をを
しし
てて
いい
るる
わわ
けけ
でで

はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
相相
手手
兵兵
をを
憎憎
んん
でで
もも
いい
なな
いい
のの
にに
戦戦
争争
しし
てて

いい
るる
。。
ここ
うう
いい
うう
ここ
とと
がが
まま
かか
りり
通通
っっ
てて
いい
るる
世世
のの
中中
。。
妙妙
だだ

とと
思思
いい
まま
せせ
んん
かか
？？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（（
編編
集集
室室
）） 

 
 
 
 
 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの  

第第
77
回回 

人人
をを
呪呪
わわ
ばば

穴穴
二二
つつ 

第第 9933 話話  テテレレビビＣＣＭＭのの謎謎 

食食べべ物物ののテテレレビビＣＣＭＭ、、っってて、、 

必必ずず食食べべてていいるるシシーーンンががああるるじじゃゃなないいでですすかか？？ 

そそりりゃゃそそううでですすよよねね。。 

美美味味ししくく食食べべてていいるるののをを見見てて、、購購買買意意欲欲ががかかききたたててらられれまますすかからら。。 

そそれれななののにに・・・・・・ 

ななんんでで、、明明石石家家ささんんままささんんがが出出ててるるＣＣＭＭっってて 

食食べべなないいんんだだろろうう？？？？ 

っってて不不思思議議にに思思ううののはは私私だだけけででししょょううかか？？ 

 

絶絶対対食食べべまませせんんよよねね((((´́∀∀｀`**)))) 

 

謎謎でですす！！

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

ロロ
マ
ン
チ
ッッ
ク
・・
トト
ーー
ク

第第
1166
話話 

 

恋恋
はは
、、
重重
いい
かか
軽軽
いい
かか

作家稼業の筆を折られた伊古兄ロタ
さん、「新聞を応援したい」と申して、
創作ノートからのトーク（編集室）。

近郊の神社、写り込ん
でいた有難いお姿。 マ女女

とと
男男
のの
交交
差差
点点伊伊

古古
兄兄 

ロロ
タタ

優優れれモモノノ家家電電 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//ssmmaarrttcclloosseett// 

 

たた
っっ
ぷぷ
りり
スス
チチ
ーー
ムム
でで
衣衣
類類
のの
シシ
ワワ
のの
ばば
しし
。。 

衣衣
類類
をを
揺揺
らら
ささ
ずず
気気
流流
のの
みみ
でで
静静
かか
にに
ケケ
アア
。。 

ナナ
ノノ
イイ
ーー
ＸＸ
がが
やや
ささ
しし
くく
清清
潔潔
にに
。。 

オオ
シシ
ャャ
レレ
着着
もも
リリ
フフ
レレ
ッッ
シシ
ュュ
。。 

ススススママママーーーートトトトククククロロロローーーーゼゼゼゼッッッットトトト  HHCCCC--RR660000AALL//RR  

8888⽉⽉発発発発売売売売

8888⽉⽉発発発発売売売売

操操作作はは簡簡単単でですす。。 

掛掛掛掛けけけけるるるるだだだだけけけけでででで、、、、  
衣衣衣衣類類類類ををををリリリリフフフフレレレレッッッッシシシシュュュュ。。。。

置置きき場場所所にに合合わわせせてて扉扉のの左左右右をを選選べべまますす。。 

チチャャイイルルドドロロッックク機機能能、、庫庫内内をを清清潔潔にに保保つつモモーードド

ななどど、、安安心心機機能能もも充充実実でですす。。 

別別売売りりののパパンンツツププレレススをを使使ええばば、、シシワワををののばばししなな

ががららセセンンタターーププレレススもも出出来来まますす。。 

   
ＰＰ

松松園園 
ババスス・・ 
タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム

方方
面面 緑緑

がが
丘丘
方方
面面 

フファァッッシショョンン 
セセンンタターー 
ししままむむらら ささんん 

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 

２２４４時時間間営営業業ししてていいまますす！！ 
西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

コ
ン
ビ
ニ
・
ボ
ー
イ

ああ
のの
子子
とと 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
待待
ちち
合合
わわ
せせ
。。 

硝硝
子子
製製
のの
青青
いい
ブブ
レレ
スス
レレ
ッッ
トト 

ああ
のの
子子
はは 

受受
けけ
取取
っっ
てて
くく
れれ
るる
かか
なな
？？ 

そそ
れれ
とと
もも 

ここ
のの
夏夏
、、
空空
振振
りり
かか
なな
？？ 

「「
仕仕
方方
なな
いい
」」
っっ
てて 

言言
ええ
なな
いい
よよ
（（
泣泣
））。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

新連載

（６）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。

衣衣類類ケケアアにに第第三三のの波波！！ 

スス
チチ
ーー
ムム
のの
発発
生生
にに
はは
、、
加加
湿湿
器器
みみ
たた
いい
にに
給給
水水
タタ
ンン

クク
をを
入入
れれ
まま
すす
。。
排排
水水
のの
たた
めめ
のの
タタ
ンン
クク
もも
ああ
りり
、、
ココ
ーー

スス
終終
了了
後後
はは
自自
動動
でで
ドド
ララ
イイ
キキ
ーー
ププ
しし
、、
結結
露露
のの
心心
配配
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
運運
転転
音音
はは
3300
～～
4400
㏈㏈
とと
きき
わわ
めめ
てて
静静
かか

でで
寝寝
室室
にに
置置
いい
てて
もも
良良
いい
しし
、、
ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
なな
どど
集集
合合
住住

宅宅
でで
もも
気気
兼兼
ねね
なな
くく
使使
ええ
そそ
うう
でで
すす
。。
ハハ
ンン
ガガ
ーー
がが
使使
ええ

なな
いい
帽帽
子子
やや
ぬぬ
いい
ぐぐ
るる
みみ
やや
ニニ
ッッ
トト
なな
どど
はは
、、
小小
ささ
なな
棚棚

にに
置置
いい
てて
対対
応応
でで
きき
、、
何何
かか
とと
便便
利利
にに
使使
ええ
まま
すす
。。
職職
場場

なな
どど
のの
ロロ
ッッ
カカ
ーー
ルル
ーー
ムム
やや
出出
張張
先先
のの
宿宿
泊泊
施施
設設
なな
どど
にに

もも
ああ
っっ
たた
らら
いい
いい
よよ
うう
なな
ここ
のの
家家
電電
。。 

何何
よよ
りり
学学
生生
のの
頃頃
にに
欲欲
しし
かか
っっ
たた
～～
。。 

当当
時時
のの
制制
服服
はは
冬冬
服服
とと
夏夏
服服
のの
２２
種種
類類
でで
、、
次次
のの
衣衣
替替

ええ
まま
でで
ほほ
ぼぼ
毎毎
日日
着着
たた
きき
りり
スス
ズズ
メメ
。。 

ささ
ぞぞ
かか
しし
、、
汗汗
やや
ホホ
ココ
リリ
だだ
らら
けけ
だだ
っっ
たた
かか
とと
思思
いい
まま

すす
。。 上上

田田
通通
りり
でで
すす
れれ
違違
うう
令令
和和
のの
学学
生生
ささ
んん
たた
ちち
はは
、、
男男

女女
問問
わわ
ずず
意意
識識
がが
高高
いい
でで
すす
よよ
～～
！！
柔柔
軟軟
剤剤
のの
香香
りり
がが
ホホ

ワワ
ッッ
とと
漂漂
っっ
てて
きき
たた
りり
しし
てて
ハハ
ッッ
とと
ささ
せせ
らら
れれ
まま
すす
。。 

そそ
んん
なな
時時
代代
だだ
かか
らら
ここ
そそ
、、
ここ
のの
よよ
うう
なな
新新
製製
品品
がが
でで

てて
くく
るる
のの
ねね
～～
とと
、、
たた
だだ
たた
だだ
納納
得得
すす
るる
ばば
かか
りり
でで
すす
。。 

ママ
メメ
にに
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
にに
出出
しし
たた
くく
てて
もも 

寝寝
てて
もも
覚覚
めめ
てて
もも
暑暑
いい
夏夏
。。
じじ
っっ
とと
しし
てて
いい
てて

もも
汗汗
がが
じじ
んん
わわ
りり
。。
まま
しし
てて
やや
何何
かか
動動
ここ
うう
もも
のの

なな
らら
汗汗
のの
量量
はは
倍倍
増増
でで
、、
そそ
のの
ぶぶ
んん
洗洗
濯濯
物物
もも
増増

ええ
るる
季季
節節
でで
すす
。。 

汗汗
をを
含含
んん
だだ
衣衣
類類
はは
早早
めめ
にに
洗洗
濯濯
しし
たた
いい
とと

ここ
ろろ
でで
すす
がが
、、
パパ
パパ
っっ
とと
洗洗
濯濯
機機
をを
使使
うう
ここ
とと
がが

難難
しし
いい
衣衣
類類
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそ
れれ
はは
仕仕
事事
やや
場場
面面
にに
よよ
っっ
てて
はは
夏夏
でで
もも
必必

須須
でで
着着
用用
すす
るる
、、
スス
ーー
ツツ
やや
ジジ
ャャ
ケケ
ッッ
トト
、、
制制
服服

やや
礼礼
服服
なな
どど
のの
類類
でで
すす
。。 

ママ
メメ
にに
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
にに
出出
しし
たた
くく
てて
もも
、、
タタ

イイ
ミミ
ンン
ググ
がが
合合
わわ
なな
いい
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、
結結
果果
自自
前前

でで
アア
イイ
ロロ
ンン
やや
スス
チチ
ーー
ママ
ーー
をを
駆駆
使使
しし
てて
シシ
ワワ

をを
のの
ばば
しし
、、
スス
ププ
レレ
ーー
タタ
イイ
ププ
のの
除除
菌菌
・・
防防
臭臭
剤剤 

暑暑
いい
時時
にに
アア
イイ
ロロ
ンン
・・
スス
チチ
ーー
ママ
ーー
かか
～～
いい
！！ 

なな
どど
でで
対対
処処
しし
てて
いい
るる
方方
もも
多多
いい
はは
ずず
。。 

決決
しし
てて
気気
乗乗
りり
すす
るる
作作
業業
でで
はは
なな
くく
、、
暑暑
いい
時時
期期

にに
「「
アア
イイ
ロロ
ンン
・・
スス
チチ
ーー
ママ
ーー
かか
～～
いい
！！
」」
とと
いい
うう

心心
のの
声声
……
ごご
もも
っっ
とと
もも
でで
すす
。。 

そそ
んん
なな
方方
のの
たた
めめ
にに
、、
洗洗
濯濯
機機
でで
もも
なな
くく
アア
イイ
ロロ

ンン
・・
スス
チチ
ーー
ママ
ーー
でで
もも
なな
いい
、、
衣衣
類類
をを
ケケ
アア
すす
るる
第第

三三
のの
家家
電電
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそ
のの
名名
もも
『『
スス
ママ
ーー
トト
クク
ロロ
ーー
ゼゼ
ッッ
トト
』』
なな
るる
魔魔

法法
のの
箱箱
みみ
たた
いい
なな
もも
のの
でで
、、
帰帰
宅宅
後後
そそ
のの
日日
着着
たた
上上

着着
やや
スス
ララ
ッッ
クク
スス
をを
ここ
ここ
にに
入入
れれ
てて
おお
くく
だだ
けけ
でで
、、

おお
立立
ちち
会会
いい
！！ 

ママ
ジジ
ッッ
クク
ささ
なな
がが
らら
中中
のの
洋洋
服服
はは
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン

ググ
しし
たた
よよ
うう
にに
復復
活活
しし
、、
ここ
れれ
をを
着着
てて
翌翌
日日
にに
はは
パパ

リリ
ッッ
とと
身身
支支
度度
をを
整整
ええ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
んん
でで
すす
。。 

魔魔
法法
のの
箱箱
みみ
たた
いい
なな
家家
電電 

箱箱
とと
いい
っっ
てて
もも
ササ
イイ
ズズ
はは
更更
衣衣
室室
のの
一一
人人
用用
ロロ
ッッ

カカ
ーー
にに
近近
くく
、、
シシ
ンン
ププ
ルル
にに
カカ
ッッ
ココ
いい
いい
家家
具具
のの
佇佇

まま
いい
でで
すす
。。
なな
ぜぜ
なな
らら
扉扉
前前
面面
がが
上上
質質
なな
ミミ
ララ
ーー
仕仕

様様
でで
姿姿
見見
にに
なな
りり
、、
使使
うう
時時
だだ
けけ
文文
字字
がが
ミミ
ララ
ーー
にに

浮浮
きき
出出
てて
きき
まま
すす
。。 

なな
んん
とと
もも
近近
未未
来来
的的
なな
感感
じじ
でで
すす
がが
、、
和和
・・
洋洋
どど

んん
なな
空空
間間
にに
もも
溶溶
けけ
込込
むむ
デデ
ザザ
イイ
ンン
でで
すす
。。
使使
いい
方方

はは
専専
用用
ハハ
ンン
ガガ
ーー
にに
衣衣
類類
をを
かか
けけ
てて
収収
納納
しし
、、
３３
つつ

のの
ココ
ーー
スス
かか
らら
選選
んん
でで
タタ
ッッ
チチ
すす
るる
だだ
けけ
。。 

スス
チチ
ーー
ムム
でで
シシ
ワワ
をを
のの
ばば
しし
、、
気気
流流
でで
包包
みみ
込込
むむ

よよ
うう
にに
調調
節節
しし
なな
がが
らら
乾乾
燥燥
仕仕
上上
げげ
をを
すす
るる
ココ
ーー

スス
、、
ナナ
ノノ
イイ
ーー
ＸＸ
でで
除除
菌菌
やや
脱脱
臭臭
ささ
らら
にに
花花
粉粉
やや
ウウ

イイ
ルル
スス
抑抑
制制
をを
すす
るる
ココ
ーー
スス
、、
雨雨
なな
どど
にに
濡濡
れれ
たた
時時

なな
どど
のの
乾乾
燥燥
ココ
ーー
スス
なな
どど
がが
選選
べべ
まま
すす
。。 

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第 7711 回回  

ススママーートトククロローーゼゼッットト 

連載

丘丘のの上上のの 神神神神写写真真（（66））

滝沢在住 小坂富男さんの写真集「季節のめぐり ～小岩井農場～」より 雲雲上上へへ続続くく（（ＣＣ）） 

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

創創立立 7755 周周年年 彩彩虹虹社社展展 
22002233 年年 99 月月 1144 日日（（木木））～～1177 日日（（日日））
1100::0000～～1177::0000  ((最最終終日日 1166::0000)) 
盛盛岡岡市市民民文文化化展展示示ホホーールル((ママリリオオスス))44F
主主催催 彩彩虹虹社社美美術術協協会会 
事事務務局局 越越場場敏敏弘弘 009900--88661155--55443300 

第 32回

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

F

（
感
想
）

現
在
と
過
去
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が

ら
、
ほ
ど
け
て
い
く
物
語
は
面
白
い
。
怖
い
イ
メ

ー
ジ
の
墓
地
が
、
幻
想
的
に
響
き
、
明
る
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
舞
台
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
章
の
最
後
に
は
、
章
の
内
容
に
添

っ
た
墓
碑
の
文
言
や
歌
詞
が
使
わ
れ
て
い
て
美

し
く
て
印
象
的
で
す
。

「
よ
か
っ
た
ね
、
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
！
」
と
い

う
嬉
し
い
気
持
ち
も
湧
い
て
き
ま
す
。

主
人
公
が
墓
地
の
管
理
人
に
な
っ
た
理
由
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ
、
す
べ
て

が
明
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

不
実
で
自
分
勝
手
な
夫
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
意
外

な
内
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、

面
白
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

哀
し
み
を
背
負
っ
て
い
た
主
人
公
が
絶
望
の

淵
か
ら
自
ら
新
し
い
種
を
蒔
く
姿
に
共
感
で
き

ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
も
、
う
な
づ
け
る
佳
作
で
し
た
。

ミミスステテリリアアススなな物物語語、、フフラランンススででベベスストトセセララーーにに。。

（
あ
ら
す
じ
）

主
人
公
の
女
性
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に

あ
る
小
さ
な
町
で
墓
地
管
理
人
を
し
て
い
る
。

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
親
か
ら
捨
て
ら

れ
、
十
代
の
時
に
美
男
子
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
恋
に
落
ち
て

結
婚
す
る
が
、
夫
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
浮
気
性
で
家
庭
を
顧
み

な
か
っ
た
。
娘
レ
オ
ニ
ー
ヌ
が
生
ま
れ
る
が
、
不
幸
な
事

故
で
失
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
い
う
男
性
が
訪
ね
て
来
る
。

自
分
の
亡
く
な
っ
た
母
親
が
、
父
親
の
墓
で
は
な
く
て
知

ら
な
い
男
の
墓
に
入
り
た
い
と
の
遺
言
を
残
し
て
い
た
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
と
の
出
会
い
か
ら
物
語
は
大
き
く
動
き

始
め
る
。
一
緒
の
墓
に
入
る
と
決
め
た
男
女
の
存
在
が
、

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
の
人
生
を
揺
る
が
し
、
あ
き
ら
め
て
い
た

感
情
に
火
が
つ
き
ま
す
。

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
と
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
恋
愛
小
説
か
と
思

い
き
や
、
突
然
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
急
展
開
し
ま
す
。
静
か

で
穏
や
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
突
然
、
ミ
ス
テ
リ
ー
展
開
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

娘
の
レ
オ
ニ
ー
ヌ
が
亡
く
な
っ
た
事
件
の
真
相
に
も

迫
り
ま
す
・
・
・
。

あ
な
た
を
想
う
花
（
上
・
下
）

お
ス
ス
メ
本
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感
想
）

現
在
と
過
去
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が

ら
、
ほ
ど
け
て
い
く
物
語
は
面
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い
。
怖
い
イ
メ
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の
墓
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が
、
幻
想
的
に
響
き
、
明
る
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
舞
台
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
章
の
最
後
に
は
、
章
の
内
容
に
添

っ
た
墓
碑
の
文
言
や
歌
詞
が
使
わ
れ
て
い
て
美

し
く
て
印
象
的
で
す
。

「
よ
か
っ
た
ね
、
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
！
」
と
い

う
嬉
し
い
気
持
ち
も
湧
い
て
き
ま
す
。

主
人
公
が
墓
地
の
管
理
人
に
な
っ
た
理
由
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ
、
す
べ
て

が
明
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

不
実
で
自
分
勝
手
な
夫
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
意
外

な
内
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、

面
白
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

哀
し
み
を
背
負
っ
て
い
た
主
人
公
が
絶
望
の

淵
か
ら
自
ら
新
し
い
種
を
蒔
く
姿
に
共
感
で
き

ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
も
、
う
な
づ
け
る
佳
作
で
し
た
。
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あ
ら
す
じ
）

主
人
公
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女
性
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に

あ
る
小
さ
な
町
で
墓
地
管
理
人
を
し
て
い
る
。

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
親
か
ら
捨
て
ら

れ
、
十
代
の
時
に
美
男
子
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
恋
に
落
ち
て

結
婚
す
る
が
、
夫
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
浮
気
性
で
家
庭
を
顧
み

な
か
っ
た
。
娘
レ
オ
ニ
ー
ヌ
が
生
ま
れ
る
が
、
不
幸
な
事

故
で
失
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
い
う
男
性
が
訪
ね
て
来
る
。

自
分
の
亡
く
な
っ
た
母
親
が
、
父
親
の
墓
で
は
な
く
て
知

ら
な
い
男
の
墓
に
入
り
た
い
と
の
遺
言
を
残
し
て
い
た
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
と
の
出
会
い
か
ら
物
語
は
大
き
く
動
き

始
め
る
。
一
緒
の
墓
に
入
る
と
決
め
た
男
女
の
存
在
が
、

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
の
人
生
を
揺
る
が
し
、
あ
き
ら
め
て
い
た

感
情
に
火
が
つ
き
ま
す
。

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
と
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
恋
愛
小
説
か
と
思

い
き
や
、
突
然
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
急
展
開
し
ま
す
。
静
か

で
穏
や
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
突
然
、
ミ
ス
テ
リ
ー
展
開
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

娘
の
レ
オ
ニ
ー
ヌ
が
亡
く
な
っ
た
事
件
の
真
相
に
も

迫
り
ま
す
・
・
・
。

あ
な
た
を
想
う
花
（
上
・
下
）

お
ス
ス
メ
本

著著
者者 

ヴヴ
ァァ
レレ
リリ
ーー
・・
ぺぺ
ララ
ンン 

各各巻巻 ￥￥11,,998800 

KKiinnddllee 版版 ((電電子子書書籍籍))    

￥￥11,,778822 

11996677 年年フフラランンスス生生ままれれのの作作家家・・脚脚本本家家。。 

映映画画「「男男とと女女」」のの監監督督ククロローードド・・ルルルルーーシシュュののパパーートトナナーー。。 

「「男男とと女女」」のの 5533 年年後後をを描描いいたた映映画画「「男男とと女女 人人生生最最良良のの日日々々」」でではは、、 
ルルルルーーシシュュとと共共にに脚脚本本をを務務めめたた。。22001155 年年にに作作家家デデビビュューー。。 

（（著著者者紹紹介介）） 
ヴヴァァレレリリーー・・ぺぺラランン 

早早
川川
書書
房房 

２２
００
２２
３３
年年
４４
月月
発発
売売 

フフ
ララ
ンン
スス
でで
百百
三三
十十
万万
部部
突突
破破
のの
国国
際際
的的
ベベ
スス
トト
セセ
ララ
ーー
小小
説説 

ごごごご自自自自分分分分ののののおおおお店店店店ののののこここことととと、、、、  

ここここのののの新新新新聞聞聞聞でででで紹紹紹紹介介介介ししししててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか  ？？？？    

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

・・11 ココママ 99,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・22 ココママ 1188,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・33 ココママ 2277,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・55 ココママ 4455,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

第第 4400 話話     全全全全粒粒粒粒粉粉粉粉  ？？？？ 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売
スタイル。西松園と高松４丁目でファミリーマートを経営され
ている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。（編集室）

連載

七七
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
夏夏
、、
まま
っっ
盛盛
りり
！！ 

店店
にに
よよ
くく
いい
らら
っっ
しし
ゃゃ
るる
おお
客客
様様
がが
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

商商
品品
にに
記記
載載
しし
てて
ああ
るる
「「
全全
粒粒
粉粉
入入
りり
、、
っっ
てて
何何
でで
すす
かか
？？
」」 

とと
おお
っっ
しし
ゃゃ
っっ
たた
のの
でで
、、
今今
月月
はは
、、
ちち
とと
ウウ
ンン
チチ
クク
をを
傾傾
けけ
まま
すす
。。 

全全
粒粒
粉粉
（（
ぜぜ
んん
りり
ゅゅ
うう
ふふ
んん
））
とと
はは
、、
小小
麦麦
のの
粒粒
をを
まま
るる
ごご
とと
挽挽
いい
てて
粉粉
にに
しし
たた

もも
のの
。。
薄薄
力力
粉粉
やや
強強
力力
粉粉
なな
どど
のの
小小
麦麦
粉粉
はは
表表
皮皮
やや
胚胚
芽芽
をを
取取
りり
除除
くく
のの
にに
対対
しし
、、

全全
粒粒
粉粉
はは
表表
皮皮
やや
胚胚
芽芽
もも
粉粉
にに
すす
るる
のの
がが
特特
徴徴
でで
すす
。。 

表表
皮皮
やや
胚胚
芽芽
にに
はは
栄栄
養養
・・
食食
物物
繊繊
維維
がが
豊豊
富富
でで
すす
。。
普普
通通
のの
小小
麦麦
粉粉
にに
比比
べべ
、、
ビビ

タタ
ミミ
ンン
、、
ミミ
ネネ
ララ
ルル
がが
豊豊
富富
にに
含含
まま
れれ
てて
いい
るる
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

左左
写写
真真
のの
「「
トト
ルル
テテ
ィィ
ーー
ヤヤ
」」
はは
全全
粒粒
粉粉
のの
商商
品品
でで
すす
ーー 

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
今今
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
行行
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 

「「香香ばばしし生生地地ののトトルルテティィーーヤヤ」」 
売売れれ筋筋のの品品ななののでで、、 
完完売売のの時時ははごご容容赦赦くくだだささいい！！ 

涼涼んんでで行行っっててくくだだささいい！！ 
アアイイススももあありりまますすーー♪♪



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

補補
聴聴
器器
、、
はは
じじ
めめ
のの
一一
補補((

いい
っっ
ぽぽ)) 

読読
者者
のの
皆皆
様様
おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
夏夏
特特
有有
のの
気気
候候

がが
続続
きき
まま
すす
がが
、、
いい
かか
がが
おお
過過
ごご
しし
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

おお
変変
わわ
りり
在在
りり
まま
せせ
んん
かか
。。
緑緑
がが
丘丘
のの
認認
定定
補補
聴聴
器器

専専
門門
店店
、、
補補
聴聴
器器
１１
番番
館館
、、
人人
情情
派派
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

 

 

私私
はは
思思
うう
のの
でで
すす
、、
補補
聴聴
器器
にに
対対
しし
「「
イイ
メメ
ーー
ジジ

((

噂噂
・・
想想
像像))

だだ
けけ
でで
躊躊
躇躇
」」
しし
てて
いい
てて
もも
チチ
ャャ
ンン
スス
をを

逃逃
しし
まま
すす
。。 

「「
イイ
メメ
ーー
ジジ((

想想
像像
・・
誤誤
認認
しし
たた
願願
望望))

だだ
けけ
でで
購購

入入
」」
にに
至至
っっ
てて
もも
、、
後後
々々
後後
悔悔
しし
たた
とと
いい
うう
結結
果果
にに
もも

繋繋
がが
りり
かか
ねね
なな
いい
とと
。。 

でで
はは
、、
どど
んん
なな
アア
イイ
デデ
ィィ
アア
がが
ああ
っっ
たた
なな
らら
相相
談談
者者

ささ
まま
はは
安安
心心
しし
てて
取取
りり
組組
めめ
るる
のの
かか
。。 

例例
ええ
ばば
業業
界界
でで
はは
「「
試試
聴聴
」」
とと
いい
うう
、、
先先
にに((
注注
文文

そそ
のの
前前
にに))

知知
るる
為為
、、
学学
ぶぶ
為為
のの
機機
会会
もも
設設
けけ
てて
いい
まま

すす
。。
ここ
れれ
もも
相相
談談
者者
ささ
まま
をを
守守
るる
施施
策策
のの
一一
つつ
でで
すす
。。

補補
聴聴
器器
とと
集集
音音
器器
のの
違違
いい
にに
つつ
いい
てて 

補補
聴聴
器器
とと
集集
音音
器器
、、
何何
がが
どど
うう
異異
なな
るる
のの

でで
すす
かか
？？
とと
よよ
くく
質質
問問
をを
受受
けけ
まま
すす
。。
読読
者者

のの
皆皆
ささ
んん
はは
ここ
のの
違違
いい
「「
何何
？？
」」
にに
ああ
るる
とと

思思
いい
まま
すす
かか
。。((

少少
しし
考考
ええ
てて
みみ
てて
かか
らら
、、
次次

にに
おお
進進
みみ
下下
ささ
いい))

 

分分
類類
とと
言言
うう
視視
点点
でで
見見
たた
場場
合合
、、
補補
聴聴
器器

はは
、、
国国
がが
定定
めめ
るる
管管
理理
医医
療療
機機
器器
クク
ララ
スス
ⅡⅡ

にに
該該
当当
すす
るる
商商
品品
。。 

集集
音音
器器
はは
、、
概概
ねね
音音
響響
機機
器器
のの
類類
にに
分分
類類
ささ

れれ
てて
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

更更
にに
、、
ここ
のの
点点
をを
今今
回回
はは
「「
広広
告告
とと
いい
うう
視視

点点
」」
でで
みみ
たた
場場
合合
でで
はは
どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
。。 

集集
音音
器器
にに
関関
しし
てて
はは
自自
由由
度度
がが
ああ
るる
よよ
うう

でで
すす
。。 

 

しし
かか
しし
、、
管管
理理
医医
療療
機機
器器
でで
ああ
るる
補補
聴聴
器器
にに

関関
しし
てて
はは
、、
一一
般般
のの
商商
品品
広広
告告
とと
異異
なな
りり
、、
消消

費費
者者
自自
らら
がが
そそ
のの
有有
効効
性性
やや
安安
全全
性性
をを
適適
切切

にに
判判
断断
すす
るる
事事
がが
困困
難難
なな
もも
のの
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
誤誤
用用
にに
よよ
りり
健健
康康
被被
害害
をを
生生
ずず
るる
恐恐

れれ
もも
ああ
るる
ここ
とと
なな
どど
かか
らら
「「
薬薬
事事
法法
」」
にに
よよ
っっ

てて
規規
制制
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

同同
じじ
よよ
うう
にに
思思
わわ
れれ
がが
ちち
なな
補補
聴聴
器器
とと
集集

音音
器器
、、
そそ
もも
そそ
もも
そそ
のの
背背
景景
やや
土土
俵俵
がが
、、
はは
じじ

めめ
かか
らら
ここ
のの
様様
にに
大大
きき
くく
異異
なな
るる
品品
だだ
っっ
たた

んん
だだ
とと
今今
月月
はは
「「
正正
しし
くく
認認
識識
」」
しし
てて
もも
らら
ええ

たた
らら
、、
とと
てて
もも
嬉嬉
しし
いい
限限
りり
でで
すす
。。
感感
謝謝
。。 

 
（７）

補補聴聴器器とと仲仲良良くくすするる方方法法 ((取取りり組組みみ方方)) 

連連載載 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。田中さん
のお父様も補聴器を使用中だそうです。「不安の解決そして、喜んで
もらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。

医医学学的的なな診診断断やや治治療療にに関関ししてて
はは各各専専門門医医をを受受診診しし指指導導をを仰仰いい
でで下下ささいい。。聞聞ここええがが気気ににななっったた
らら、、先先にに耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科ででごご相相談談くくだだ
ささいい。。補補聴聴器器のの使使用用ををごご希希望望のの場場
合合ににもも同同様様にに考考ええててほほししいいでですす。。 
補補聴聴器器はは適適切切なな機機種種選選択択とと調調

整整にによよりりそそのの効効果果をを目目指指ししまますす
がが、、聞聞ここええのの状状態態そそのの他他、、他他のの理理
由由かからら効効果果をを実実感感さされれなないい方方((場場
合合))ももあありりまますす。。ごご理理解解をを。。 

難難聴聴者者ににととっっててママススクク越越ししのの

会会話話をを聞聞きき取取るるののはは辛辛いい様様でで、、

避避けけたたくくななるる、、ととのの話話をを伺伺いいまま

すす。。（（相相談談者者のの談談）） 

第第 4422 話話  補補聴聴器器とと集集音音器器、、広広告告ににつついいてて 

第第 55 回回   落落落落ちちちち込込込込むむむむーーーーーーーー 

驚驚愕愕ののボボケケボボケケのの始始ままりり！！ 

かかななりり落落ちち込込んんででまますす (( ノノДД`̀)) 

●●ギギタターー弦弦のの張張りり替替ええ。。 

第第 11 弦弦→→→→第第 66 弦弦 をを、、完完全全にに逆逆にに張張っっててししままっったた。。 

何何、、ぼぼーーーーーーっっととししててんんだだよよ！！ 

後後戻戻りり出出来来なないい。。 

張張りり替替ええたた弦弦はは 

先先端端ままでで切切っっちちゃゃっったたももんん。。 

 

おおれれ、、ダダメメににななっったたかかもも。。。。。。。。。。 

ああかかんん。。 

ここうういいうう時時はは、、 

心心をを引引きき締締めめるるたためめにに 

『『南南国国のの酒酒』』だだ。。 

自自分分にに乾乾杯杯。。 

 

明明日日はは良良いい日日でであありりまますすよよーーにに。。 

おおややすすみみななささいい。。 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが
日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！

連連載載 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ ままままっっっったたたたりりりり  ブブブブロロロロググググ  
ひひひひねねねねももももすすすす  ほほほほっっっっとととと茶茶茶茶屋屋屋屋  ささささんんんんのののの 

BBBB  llll  oooo  gggg 

よよししだだ かかずずをを ささんん 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて

休休憩憩ししてていいまますす。。 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一一一生生生生美美美美味味味味ししししくくくく食食食食事事事事ががががででででききききるるるるおおおお口口口口
のののの健健健健康康康康をををを提提提提供供供供ししししてててていいいいまままますすすす  

2244 時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

夏夏
休休
みみ
もも
終終
わわ
りり
にに
近近
づづ
いい
てて
いい
まま
すす
ねね
。。
宿宿
題題
もも
そそ
うう

でで
すす
がが
、、
おお
口口
のの
チチ
ェェ
ッッ
クク
はは
忘忘
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？ 

是是
非非
ここ
のの
機機
会会
にに
、、
定定
期期
健健
診診
をを
しし
てて
、、
おお
口口
のの
状状
態態
をを

確確
認認
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
子子
供供
のの
予予
防防
にに
力力
をを
入入
れれ

てて
いい
まま
すす
。。
私私
達達
とと
一一
緒緒
にに
、、
おお
子子
ささ
んん
のの
むむ
しし
歯歯
ゼゼ
ロロ
のの

おお
口口
をを
目目
指指
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？ 

もも
ちち
ろろ
んん
、、
むむ
しし
歯歯
がが
ああ
るる
、、
まま
たた
はは
既既
にに
治治
療療
しし
たた
ここ

とと
がが
ああ
るる
子子
供供
はは
、、
ここ
れれ
以以
上上
むむ
しし
歯歯
がが
でで
きき
なな
いい
よよ
うう
にに

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。
初初
めめ
てて
のの
歯歯
科科
医医
院院
でで
はは
不不
安安
がが
多多
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。
私私
達達
はは
、、
子子
供供
のの
嫌嫌
がが
るる
ここ
とと
はは
せせ
ずず
、、
まま

たた
来来
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
もも
らら
ええ
るる
よよ
うう
にに
配配
慮慮
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

スス
タタ
ッッ
フフ
一一
同同
、、
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

むむむむ
しししし
歯歯歯歯
ゼゼゼゼ
ロロロロ
のののの
子子子子
供供供供
をををを
増増増増
やややや
すすすす

ククリリニニッックク ３３つつのの特特長長

麻麻酔酔時時のの痛痛みみをを抑抑ええてていいまますす

治治療療方方法法のの説説明明はは分分かかりりややすすくく 

歯歯のの神神経経をを大大切切ににしし、、 
歯歯をを削削ららなないいよよううににししまますす

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘ささんん、、保保護護猫猫７７匹匹（（うう

ちち２２匹匹障障害害あありり))ととおお住住

ままいいでですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

近
隣
の
学
校
で
は
夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ま
の
夏
休
み
の
様
子
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。

能
開
セ
ン
タ
ー
緑
が
丘
校
で
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
生

徒
が
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

受
験
生
だ
け
で
は
な
く
他
の
学
年
の
生
徒
も
、
一
学
期
の

復
習
や
二
学
期
の
予
習
な
ど
、
手
の
ひ
ら
の
ノ
ー
ト
に
触
れ

る
部
分
が
真
っ
黒
に
な
る
く
ら
い
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頑
張
っ
た
成
果
が
、
二
学
期
以
降
の
勉
強
に
つ
な
が
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
夏
休
み
の
前
の
出
来
事
で
す
。

中
学
校
で
は
一
学
期
の
期
末
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
能

開
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ス
ト
前
に
、
無
料
の
期
末
テ
ス
ト
対
策

の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
能
開
に
通
っ
て
い
な
い

生
徒
で
も
無
料
で
参
加
で
き
、
私
た
ち
指
導
者
が
問
題
を
予

想
し
て
当
て
る
！
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
私
た
ち
は
プ
ロ
な
の
で
出
題
さ
れ
る
問
題
を
当
て
る
こ

と
は
で
き
た
の
で
す
が
、
生
徒
に
実
際
の
問
題
を
見
せ
て
も

ら
う
と
・
・
・
ひ
と
昔
前
の
テ
ス
ト
と
は
問
題
の
様
相
が
違

っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

近
隣
の
学
校
で
は
夏
休
み
が
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ま
の
夏
休
み
の
様
子
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。

能
開
セ
ン
タ
ー
緑
が
丘
校
で
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
生

徒
が
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

受
験
生
だ
け
で
は
な
く
他
の
学
年
の
生
徒
も
、
一
学
期
の

復
習
や
二
学
期
の
予
習
な
ど
、
手
の
ひ
ら
の
ノ
ー
ト
に
触
れ

る
部
分
が
真
っ
黒
に
な
る
く
ら
い
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頑
張
っ
た
成
果
が
、
二
学
期
以
降
の
勉
強
に
つ
な
が
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
夏
休
み
の
前
の
出
来
事
で
す
。

中
学
校
で
は
一
学
期
の
期
末
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
能

開
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ス
ト
前
に
、
無
料
の
期
末
テ
ス
ト
対
策

の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
能
開
に
通
っ
て
い
な
い

生
徒
で
も
無
料
で
参
加
で
き
、
私
た
ち
指
導
者
が
問
題
を
予

想
し
て
当
て
る
！
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
私
た
ち
は
プ
ロ
な
の
で
出
題
さ
れ
る
問
題
を
当
て
る
こ

と
は
で
き
た
の
で
す
が
、
生
徒
に
実
際
の
問
題
を
見
せ
て
も

ら
う
と
・
・
・
ひ
と
昔
前
の
テ
ス
ト
と
は
問
題
の
様
相
が
違

っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
2277
回回 

ココ
ツツ
ココ
ツツ
はは
、、
勝勝
つつ
ココ
ツツ
！！ 

もも
ちち
ろろ
んん
学学
校校
のの
勉勉
強強
をを
しし
っっ
かか
りり
復復
習習
しし
てて
いい
れれ
ばば
解解

けけ
るる
問問
題題
がが
多多
いい
のの
でで
、、
ああ
るる
程程
度度
のの
点点
数数
はは
取取
れれ
まま
すす
。。

しし
かか
しし
、、
高高
校校
入入
試試
をを
意意
識識
しし
たた
問問
題題
やや
思思
考考
をを
試試
すす
よよ
うう

なな
問問
題題
なな
どど
、、
深深
くく
勉勉
強強
しし
たた
上上
でで
そそ
れれ
をを
応応
用用
でで
きき
るる
かか

どど
うう
かか
をを
問問
うう
問問
題題
もも
出出
題題
ささ
れれ
、、
そそ
うう
いい
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで

点点
数数
差差
がが
つつ
くく
よよ
うう
でで
すす
。。 

私私
たた
ちち
能能
開開
のの
指指
導導
者者
はは
「「
学学
校校
のの
ワワ
ーー
クク
はは
一一
度度
解解
きき

終終
わわ
っっ
てて
かか
らら
がが
勝勝
負負
。。
最最
低低
でで
もも
三三
周周
やや
ろろ
うう
！！
」」
とと
指指

導導
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
をを
やや
りり
切切
れれ
るる
かか
どど
うう
かか
がが
、、
定定
期期
テテ
スス
トト
でで
高高
得得

点点
をを
取取
るる
カカ
ギギ
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

今今
回回
、、
ほほ
とと
んん
どど
のの
塾塾
生生
がが
ワワ
ーー
クク
一一
周周
目目
をを
早早
めめ
にに
終終

わわ
らら
せせ
てて
二二
周周
、、
三三
周周
とと
頑頑
張張
りり
、、
最最
高高
でで
七七
十十
点点
伸伸
びび
たた

生生
徒徒
もも
いい
まま
しし
たた
！！ 

もも
ちち
ろろ
んん
やや
りり
方方
にに
もも
ココ
ツツ
はは
ああ
るる
のの
でで
すす
がが
、、
やや
はは
りり

まま
ずず
はは
何何
度度
もも
解解
くく
ここ
とと
がが
大大
事事
でで
すす
。。 

九九
月月
末末
にに
二二
学学
期期
中中
間間
テテ
スス
トト
がが
ああ
るる
生生
徒徒
はは
、、
今今
かか
らら

取取
りり
組組
めめ
ばば
きき
っっ
とと
良良
いい
結結
果果
にに
なな
りり
まま
すす
しし
、、
中中
間間
テテ
スス

トト
がが
なな
いい
中中
学学
校校
のの
場場
合合
はは
、、
十十
一一
月月
下下
旬旬
のの
期期
末末
テテ
スス
トト

にに
向向
けけ
てて
ココ
ツツ
ココ
ツツ
勉勉
強強
しし
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
大大
事事
でで
すす
。。 

直直
前前
にに
なな
っっ
てて
慌慌
てて
ぬぬ
よよ
うう
、、
日日
々々
のの
勉勉
強強
をを
大大
事事
にに
しし

てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。
ココ
ツツ
ココ
ツツ
はは
勝勝
つつ
ココ
ツツ
でで
すす
！！ 

（（ 

能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
緑緑
がが
丘丘
校校 

佐佐
藤藤
祥祥
夫夫
先先
生生 

）） 



「「
緑緑
がが
丘丘
人人
」」
でで
すす
。。 

生生
まま
れれ
はは
盛盛
岡岡
。。
盛盛
岡岡
三三
高高
出出
身身
でで
、、
岩岩
手手
大大
にに

進進
みみ
まま
しし
たた
。。
学学
生生
時時
代代
はは
、、
電電
車車
でで
滝滝
沢沢
かか
らら
厨厨

川川
まま
でで
来来
てて
、、
厨厨
川川
かか
らら
自自
転転
車車
でで
学学
校校
にに
通通
っっ
てて

いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
辺辺
りり
にに
ああ
るる
会会
社社
にに
行行
くく
ここ
とと
がが

ああ
りり
まま
すす
。。
漆漆
のの
苗苗
木木
をを
育育
てて
てて
もも
らら
っっ
てて
いい
るる
会会

社社
でで
すす
がが
、、
学学
生生
時時
代代
のの
ここ
とと
をを
思思
いい
出出
しし
たた
りり
しし

まま
すす
。。 

県県
職職
員員
とと
しし
てて
二二
戸戸
にに
転転
勤勤
にに
なな
っっ
たた
とと
きき
、、
漆漆

にに
出出
会会
いい
まま
しし
たた
。。「「
浄浄
法法
寺寺
漆漆
」」
はは
、、
当当
時時
はは
ああ

まま
りり
知知
らら
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
でで
、、
仕仕
事事
とと
しし
てて
関関
わわ
っっ

てて
みみ
たた
いい
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。 

漆漆
のの
魅魅
力力
にに
、、
すす
っっ
かか
りり
「「
カカ
ブブ
レレ
」」
まま
しし
たた
ねね

（（
笑笑
））。。 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

ウウルルシシのの魅魅力力にに、、すすっっかかりり「「カカブブれれ」」ままししたた（（笑笑））。。 

ウルシの商品化に取り組んでいる松沢さんを訪ねて、ウルシの
話をお伺いしました（編集室）。

ウウ
ルル
シシ
のの
魅魅
力力
をを
追追
いい
かか
けけ
てて 

漆漆
関関
係係
でで
今今
まま
でで
やや
らら
れれ
てて
ここ
なな
かか
っっ
たた
事事
をを

やや
りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
独独
立立
しし
まま
しし
たた
。。 

漆漆
はは
新新
しし
いい
魅魅
力力
にに
ああ
ふふ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
ダダ
イイ
ヤヤ
のの
原原
石石
」」
のの
よよ
うう
なな
感感
じじ
でで
すす
。。 

凄凄
いい
魅魅
力力
をを
持持
っっ
てて
いい
るる
のの
にに
、、
世世
界界
中中
のの
人人
がが

知知
らら
なな
いい
しし
、、
日日
本本
人人
もも
忘忘
れれ
かか
けけ
てて
いい
るる
。。 

色色
んん
なな
分分
野野
でで
使使
ええ
るる
素素
材材
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

松松沢沢
まつざわ

 卓卓生生
た く お

 ささんん（（ 仙仙北北２２ （（株株））松松沢沢漆漆工工房房 代代表表 ）） 

漆漆をを英英語語でで「「ｊｊａａｐｐａａｎｎ」」

とと言言いいまますすがが、、漆漆はは、、日日本本をを
代代表表すするる魅魅力力的的なな素素材材でですす。。 

ウウ
ルル
シシ
のの
製製
品品
化化
へへ
向向
けけ
てて 

山山
のの
恵恵
みみ
、、
永永
続続
可可
能能
なな
資資
源源
とと
しし
てて
のの
漆漆
のの
奥奥

深深
ささ
にに
魅魅
了了
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
まま
ささ
にに
、、
漆漆
にに
「「
カカ
ブブ

れれ
」」
まま
しし
たた
（（
笑笑
））。。 

漆漆
製製
品品
のの
新新
しし
いい
ププ
ロロ
デデ
ュュ
ーー
スス
をを
目目
標標
にに
しし

てて
会会
社社
をを
立立
ちち
上上
げげ
まま
しし
たた
。。 

  

漆漆
のの
樹樹
木木
をを
植植
栽栽
すす
るる
必必
要要 

漆漆
器器
・・
文文
化化
財財
修修
理理
なな
どど
にに
もも
使使
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす

がが
、、
漆漆
はは
今今
後後
ささ
らら
にに
活活
用用
ささ
れれ
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
ウウ
ルル
シシ
のの
木木
にに
傷傷
をを
付付
けけ
てて
樹樹
液液
をを
採採
取取
しし

まま
すす
がが
、、
採採
取取
後後
にに
伐伐
採採
すす
るる
たた
めめ
、、
漆漆
のの
原原
木木
がが

少少
なな
くく
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
苗苗
木木
をを
どど
んん
どど
んん
植植
栽栽
すす

るる
必必
要要
がが
出出
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

漆漆
をを
安安
定定
的的
にに
量量
産産
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
ウウ
ルル
シシ
をを
種種

かか
らら
育育
てて
るる
活活
動動
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。「「
漆漆
のの
木木
のの
里里

作作
りり
」」
のの
取取
りり
組組
みみ
なな
どど
でで
すす
。。 

少少
しし
前前
でで
すす
がが
、、「「
上上
米米
内内
地地
区区
でで
漆漆
のの
タタ
ネネ
をを

蒔蒔
きき
まま
すす
」」
とと
呼呼
びび
掛掛
けけ
たた
らら
、、
全全
国国
かか
らら
、、
大大
勢勢

のの
方方
がが
集集
まま
っっ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。 

「「
うう
るる
しし
茶茶
」」
のの
テテ
ィィ
ーー
ババ
ッッ
クク 

「「
うう
るる
しし
茶茶
」」
はは
ここ
れれ
まま
でで
商商
品品
化化
ささ
れれ
てて
きき
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
。。「「
漆漆
」」
とと
聞聞
くく
とと
、、「「
かか
ぶぶ
れれ
るる
」」
とと

思思
わわ
れれ
まま
すす
がが
、、
「「
かか
ぶぶ
れれ
」」
成成
分分
はは
含含
まま
れれ
てて
いい

まま
せせ
んん
。。
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
もも
含含
まま
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
。。 

味味
とと
香香
りり
はは
、、
ほほ
うう
じじ
茶茶
にに
近近
いい
でで
すす
。。 

ウウ
ルル
シシ
のの
種種
をを
焙焙
煎煎
しし
てて
テテ
ィィ
ーー
ババ
ッッ
クク
にに
しし

まま
しし
たた
。。
妊妊
婦婦
ささ
んん
・・
子子
どど
もも
ささ
んん
もも
飲飲
めめ
まま
すす
。。 

世世
界界
かか
らら
注注
目目
ささ
れれ
てて 

漆漆
はは
今今
、、
世世
界界
かか
らら
注注
目目
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

ププ
ララ
スス
チチ
ッッ
クク
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
次次
第第
にに
使使
わわ
れれ
なな

くく
なな
りり
まま
すす
。。
すす
でで
にに
ヨヨ
ーー
ロロ
ッッ
パパ
でで
はは
使使
用用
にに
制制

限限
がが
かか
けけ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

環環
境境
にに
配配
慮慮
ささ
れれ
美美
しし
くく
、、
社社
会会
貢貢
献献
にに
なな
るる
、、

そそ
のの
よよ
うう
なな
漆漆
はは
ここ
れれ
かか
らら
ささ
らら
にに
世世
界界
中中
かか
らら

注注
目目
ささ
れれ
るる
でで
しし
ょょ
うう
。。
漆漆
事事
業業
にに
投投
資資
すす
るる
人人
がが

増増
ええ
るる
ここ
とと
をを
期期
待待
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ウウ
ルル
シシ
普普
及及
のの
可可
能能
性性
大大 

漆漆
にに
はは
抗抗
菌菌
性性
とと
抗抗
ウウ
イイ
ルル
スス
性性
がが
ああ
りり
、、
ププ
ララ

スス
チチ
ッッ
クク
並並
みみ
のの
強強
度度
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
然然
成成
分分
でで

すす
のの
でで
環環
境境
にに
害害
をを
与与
ええ
まま
せせ
んん
。。 

「「
やや
やや
高高
額額
」」
とと
いい
うう
弱弱
点点
がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
漆漆

はは
希希
少少
なな
もも
のの
でで
、、
漆漆
をを
掻掻
くく
仕仕
事事
がが
とと
てて
もも
大大
変変

なな
作作
業業
だだ
かか
らら
でで
すす
。。
生生
産産
性性
をを
高高
めめ
らら
れれ
なな
いい
かか

とと
考考
ええ
、、
岩岩
手手
大大
学学
とと
共共
同同
でで
新新
しし
いい
漆漆
生生
産産
技技
術術

のの
開開
発発
をを
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。 

ここ
れれ
かか
らら
漆漆
はは
どど
んん
どど
んん
普普
及及
しし
てて
いい
くく
とと
思思

いい
まま
すす
。。 

  

「「
金金
継継
ぎぎ
」」
以以
外外
にに
もも 

漆漆
をを
使使
っっ
てて
器器
をを
修修
復復
すす
るる
伝伝
統統
的的
なな
技技
法法
＝＝

金金
継継
ぎぎ
（（
きき
んん
つつ
ぎぎ
））
はは
、、
今今
、、
海海
外外
でで
ブブ
ーー
ムム
にに

なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
漆漆
はは
安安
全全
なな
天天
然然
のの
素素
材材
でで
すす
。。

食食
器器
にに
化化
学学
的的
なな
接接
着着
剤剤
をを
使使
うう
のの
はは
危危
険険
でで
駄駄

目目
とと
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
漆漆
はは
安安
全全
でで
仕仕
上上
がが
りり
もも

美美
しし
いい
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
評評
価価
ささ
れれ
浸浸
透透
しし
てて
きき
まま

しし
たた
。。 

漆漆
はは
金金
属属
なな
どど
様様
々々
なな
物物
にに
塗塗
れれ
るる
特特
性性
がが
ああ

りり
、、
今今
後後
、、
多多
くく
のの
分分
野野
でで
生生
かか
ささ
れれ
るる
可可
能能
性性
がが

ああ
りり
まま
すす
。。 

 

ウウルルシシ採採取取のの装装置置 

・・・・・・研研究究開開発発がが進進んんでで。。 

（（（（株株株株））））松松松松沢沢沢沢漆漆漆漆工工工工房房房房  

００１１９９－－６６５５６６－－７７８８２２９９ 

仙仙北北２２丁丁目目１１００−−１１７７ 

（（ププロロフフィィーールル）） 

県県職職員員ととししてて二二戸戸にに異異動動ししたたののががキキッッカカケケ

でで漆漆にに出出会会いい、、22000099 年年にに会会社社をを興興ししままししたた。。

ウウルルシシのの価価値値をを伝伝ええるるここととががラライイフフワワーークク。。 

小小ささななチチュューーブブでで漆漆販販売売、、漆漆塗塗りりのの車車ののハハ

ンンドドルル等等のの独独創創的的なな漆漆商商品品をを次次々々とと生生みみ出出

しし、、22001111 年年、、22001133 年年、、22001166 年年、、22002200 年年ととググ

ッッドドデデザザイインン賞賞をを受受賞賞しし注注目目さされれてていいまますす。。 

ススイイススのの高高級級文文具具メメーーカカーーのの限限定定モモデデルル万万

年年筆筆ににもも採採用用さされれままししたた。。

最近、新聞でも取り上げられたので、ご存知の

方も多いと思いますが、うるし茶に血圧を下げる

成分のあることが分かりました。

岩手医大薬学部と岩手生物工学研究センター

による共同研究の結果です。

漆の木の枝については、十年位前に、血圧を下

げる成分が見つかっていました。漆の実のほうに

も同様の結果が出たわけです。

「うるし茶」のティーバックは販売中です。

ううううるるるるしししし茶茶茶茶のののの成成成成分分分分ににににつつつついいいいてててて 

最近、新聞でも取り上げられたので、ご存知の

方も多いと思いますが、うるし茶に血圧を下げる

成分のあることが分かりました。

岩手医大薬学部と岩手生物工学研究センター

による共同研究の結果です。

漆の木の枝については、十年位前に、血圧を下

げる成分が見つかっていました。漆の実のほうに

も同様の結果が出たわけです。

「うるし茶」のティーバックは販売中です。

第第 9922 回回 
回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  

ウウルルシシをを使使っってて器器をを修修復復 

・・・・・・金金継継ぎぎのの技技法法 

猛猛
暑暑
ばば
かか
りり
にに
目目
がが
行行
きき
まま
すす
がが
、、
地地
球球

はは
もも
のの
すす
ごご
いい
スス
ピピ
ーー
ドド
でで
動動
いい
てて
いい
るる
。。 

まま
ずず
、、
地地
球球
のの
「「
自自
転転
」」
速速
度度
。。 

赤赤
道道
１１
周周
のの
距距
離離
はは
約約
４４
万万
キキ
ロロ
メメ
ーー

トト
ルル
。。
ここ
のの
距距
離離
をを
２２
４４
時時
間間
でで
一一
周周
すす

るる
。。
そそ
のの
スス
ピピ
ーー
ドド
はは 

４４
万万
÷÷
２２
４４
＝＝
１１
，，
６６
６６
７７
キキ
ロロ
。。 

時時
速速
１１
，，
６６
６６
７７
ｋｋ
ｍｍ
でで
回回
転転
。。 

太太
陽陽
のの
周周
りり
をを
回回
るる
「「
公公
転転
」」
速速
度度
にに
至至

っっ
てて
はは
、、
気気
がが
遠遠
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

円円
周周
９９
億億
４４
千千
キキ
ロロ
メメ
ーー
トト
ルル
のの
宇宇
宙宙

空空
間間
をを
３３
６６
５５
日日
をを
かか
けけ
てて
一一
周周
すす
るる
のの

でで
、、
スス
ピピ
ーー
ドド
はは
９９
４４
００
，，
００
００
００
，，
００
００

００
÷÷
３３
６６
５５××
２２
４４
＝＝
約約
１１
１１
万万
キキ
ロロ
。。 

なな
んん
とと
時時
速速
１１
１１
万万
ｋｋ
ｍｍ
。。 

「「
自自
転転
」」
速速
度度
のの
６６
５５
倍倍
。。 

ここ
のの
スス
ピピ
ーー
ドド
はは
想想
像像
でで
きき
まま
せせ
んん
。。 

そそ
んん
なな
猛猛
スス
ピピ
ーー
ドド
でで
動動
いい
てて
いい
るる
地地

球球
のの
上上
でで
暮暮
らら
しし
てて
いい
てて
、、
人人
類類
はは
、、
よよ
くく

目目
がが
回回
らら
なな
いい
もも
のの
だだ
。。 

いい
やや
、、
もも
しし
かか
すす
るる
とと
目目
がが
回回
っっ
てて
いい
るる

ここ
とと
をを
押押
しし
隠隠
すす
たた
めめ
にに
生生
きき
てて
いい
るる
？？ 

戦戦
争争
しし
たた
りり
浪浪
費費
しし
たた
りり
しし
てて
。。
全全
てて
のの

行行
いい
はは
気気
をを
紛紛
らら
せせ
るる
たた
めめ
？？ 

ああ
、、
広広
告告
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

編編集集後後記記


